メンテナンスと * 
トラブル シユー テイン 



本装置を運用する上で巧っておいていただきたい情報が記載されています。また、「故障かな？」と思った 
ときは、本装置の故障を疑う前に参照してください。 


日常の保守(一210ページ） . 本装置を日常使う上で磕認しなければならない点 

やファイルの管理、クリーニングの方まじついて 
説明します。 

システム診断(一214ページ） . 本装置専用の診断ユーティリティの使い方につい 

て説明します。 

障害時の対処(一217ページ） . 故障かな？と思ったときに参照してください。卜 

ラブルの原因の確認方法やその対処方法について 
説明しています。 

移動と保管(一261ページ） . 本装置を移動-保管する際の手順やを意事項につ 

いて説明します。 

ユーザーサポート（一262ページ） . 本装置に関するさまざまなサービスじついて説明 

します。サービスは弊社および弊社が認をした保 
守サービス会社から提供されるちのです。ぜひご 
利用 < ださい。 


全般的の運用について説明した 「Express Server Management Guide 」 も参考にしてください。 
[Express Server Management Guide 」 は、オンラインド羊ュメントまたは次のホームぺージより 
参照することができます。 

http :// nec 8. com / 


ONL-4142aN-180Re3-000-07-060 1 
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日常の巧守 

本装置を常にベストな状態でお使いになるために、ここで説明する磕認や保守をを期的に行ってくださ 
い。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を依頼してください。 


アラートの確認 


システムの運用中は、 ESMPRO で障害状況を監視してください。 

管理 PC 上のESMPRO/Se「ve「Ma^lage「にアラートが通報されていないか、常にを意するよ 
うムがけてください。ESMPRO/Se「ve「Manage「の「統合ビユーア」、「データビユーア」、 
r アラートビユーア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 

ESMPRO でチェックする画面 



77^ルの SM の巧示が度 

句 B | y | 圳卸が II 


.卜[(すべて） 

I が一れ M 


]巧觀リ ー 

1999/D5/0611 


■物巧テ''が'イス ONLINE Mylex Physical Device 

Mylex System Drive 奶 F2 
Mylex Physical Device 贼 F2 


田システムドライ T'CRITICAL 
睡魄テ“がイス DEAD 


II 9.0.22 1 999/D5/06 11：21 ESMPRO/SM 
110.11 9.0.22 1999/05/0611：21 ESMPRO/SM 
110.11 9.0.22 1999 俯 /0611 丑〇 ESMPRO/SM 
110.11 9.0.22 1999/05/0611：20 ESMPRO/SM 


をは4件.ホ読2件 


r 哪 r 障去■阿^* 


アラー トビ ユーア 


てータヒユーノフ 


ステータスランプの確認 


本装置の電源を ON にした後、およびシャットダウンをして本装置の電源を 0FR こする前 
に、システムインフォメーションパネルじあるランプや、八ードディスクベイに搭載してい 
る八ードディスクドライブのランプの表示を磕認してください。ランプの機能と表示の内容 
については1章 r 知っておきたいこと」の8ページじ(降または225ページじ(降をご覧ください。 
万一、本装置の異常を示す表示が磕認された場合は、保守サービス会社に連絡して保守を依 
頼してください。 
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定期的に本装置の八ードディスクドライブ内の大切なデータをバックアップすることをお勃 
めします。本装置に最適なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップツールについ 
てはお買い求めの販売店にお問い合わせください。 


八ードウてアの構成を変更したり、 BIOS の設定を変更したりした後は 、 EXPRESSBUILDER 
に格納されている RAS ユーティリティの 「BIOS Setup 情報のセーブ」機能を使って目 IOS 
Configuration / Setup ユーティリティの設定情報のパ、ソクアップをとってください。 

ディスクアレイを構築しているシステムでは、ディスクアレイのコンフィグレーション情報 
のバックアップをとっておいてください。また、八ードディスクドライブの故障によるリビ 
ルドを行った後もコンフィグレーション情報のバックアップをとっておくことをお勧めしま 
す。コンフィグレーション情報はボードに添付の説明書または EXPRESSBUILDER に格納さ 
れているオンラインド羊ュメントを参照してバックアップをとってください。 


ク ij — ニング 


本装置を良い状態に保つためにを期的にクリーニングしてください。 





A® 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死 
t ずるまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご 
覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• DVD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

• 電源プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本装置の外観のミちれは、柔らかい布でふき取ってください。ミちれが落ちにくいときは 、、灰の 
ような方まできれいになります。 

M-O • シンナ ー 、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質のいたみや変色の 
信事3 原因になりまず。 

• コンセント、ケーブル、本装置背面のコネクタ、本装置内部は絶対に水などでめ5さな 
いで < ださい。 
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1. 本装置の電源が OFF (POWER ランプ消好）になっていることを確認する。 

2 . 本装置の電源コードをコンセントか6抜く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分(こついているほこりを乾いた巧でふき取る。 

4. 中性洗剤をめるま湯または水で薄めて柔6かい布を浸し、よく紋る。 

5. 本装置のミちれた部分を手順4の布で少し強めにこすってミちれを取る。 

巨.真水でめ6してよく殺った布でもう一度ふく。 

7. 乾いた布でふく。 

8 . 乾いた布で装置背面にあるファンの排気□じ付着しているほこりをふき取る。 


キーボード/マウスのク U —ニング 

丰ーボードは本装置および周辺装置を含むシステム全体の電源が OFF ( POWER ランプ消灯) 
になっていることを磕認した後、羊ーボードの表面を乾いた布で拭いてください。 

マウスが正常に機能するためじは、内部のマウスボールがスムーズに回転できる状態でなけ 
ればなりません。マウスボールのミちれを防ぐためじほこりの少ない場所で使用して、定期的 
じ次の手順でクリーニングしてください。 

1. 本装置の電源が OFF (POWER ランプ消の）になっていることを確認する。 

2 . マウスを裏返してマウスボールカバーを 
反時計回りに回して中か6マウスボール 
を取り化す。 


3. マウスボールを乾いた柔6かい布などで 
ふいて、ミちれを取り除く。 

ミちれがひどいときはめるま湯または水で 
薄めた中性洗剤を少量含ませてふいてく 
ださい。 

4. マウス内部にある3つのルさな□ーラを 
綿棒などでふ<。 

ミちれがひどいときはアルコールなどを少 
量含ませてふいてください。 

己.マウスボールをマウスの中(こ戻す。 

手順3、4でマウスボールや□ーラをめ6 
した場合は、十分に乾燥させてか6ボー 
ルを人れてください。 

巨. マウスボールカバーを 元(こ戻して、時計 
回 LJ (こ回して□ックする。 



マウス底面 

























CD ディスクのクリーニンク 

ディスクにほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりするとデータを正しく 
読み取ることができません。次の手順に従ってを期的にトレー、ディスクのクリーニングを 
行います。 

1. 本装置の電源が ON (POWER ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. DVD-ROM ドライブ前面の CD トレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが DVD-ROM ドライブか 6 化てきます。 

3. ディスクを軽く持ちなが6トレーか6取り化す。 


I ディスクの信号面に手び触れないようま意してくださし、。 

4. トレー上のほこりを乾いた柔6かい布でふき取る。 



DVD-ROM ドライブのレンズをクリーニングしないでください。レンズび傷ついて誤動作の原 
因とな0まず。 

己. トレーを DVD-ROM ドライブ(こ戻す。 

巨. ディスクの信号面を乾いた柔 6 かい布でふく。 



ディスクは、中 f こ、か 5 外側に向けてふいてください。クリーナを 
お使いになるときは、専用の CD クリーナであることをお確かめ 
ください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベンジン、シン 
ナーを使用すると、ディスクの内容び読めなくなったり、本装置 
にそのディスクをセツトした結果、故障したりずるおそれびあり 
ます。 


テープドライブのクリーニング 

テープドライブのへ、ソドのミちれはファイルのバックアップの失敗やテープカートリッジの損 
傷の原因となります。を期的に専用のクリーニングテープを使ってクリーニングしてくださ 
い。クリーニングの時期やクリーニングの方法、および使用するテープカートリッジの使用 
期間や寿命についてはテープドライブに添付の説明書を参照してください。 
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システム診断 

システム診断は装置に対してを種テストを行います。 

「 EXPRESS 目 UILDER 」 の「ツール」メニューから「システム診断」を選択して診断してくださし^。 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります。 

• 本装置に取り付けられているメモリのチェック 
• CPU 羊ヤッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクドライブのチェック 

n-O • システム診断を巧う時は、必ず本装置に接続している LAN ケーブルをがしてくださし、。 

接続したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼすおそれびありま 
す。 

• システム診断は、本体装置を2台接続した8プ□セッヴ構成には対応しておりません。 
8プ□セツサ構成にてシステム診断を行う場台は、2台の装置を切り離した後、各装置 
ごとにシステム診断を起動してください。 


■ I ： ハードディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いません。 

[pTi 


システム診断の起動と終了 


次の手順でシステム彰断を起動します。（本装置が運用中の場合はシャットダウンし、再起 
動できる状態にした後で手順1〜12を行ってください。） 

1. シャットダウン処理を行った後、本装置の電源を OFF (こし、電源コードをコンセントか6抜く。 

2. 本装置(こ接続している LAN ケーブルをすべて取りかす。 

3. 電源コードをコンセントに接続し、本装置の電源を ON にする。 
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4 . 「EXPRESS 目 ULDERJCD-ROM を使ってシステムを起動する。 


6章の 「EXPRESS 目 UILDER」 を参照して正しく起動してください。 

EXPRESS 目 ULDER から起動すると画面に 「EXPRESSBULDER トップメこュー」が表示されます。 


EXPRESSBUILDER 

圏 

「シームレスセットアップ J は、刷 D の設定から、 

あを禮ユーティリティのインストールまでを 
切れ目なく （シームレスで）セットアッブできる 
方まです。 


M — ドディスクを購ス府のが態と異なみ S —ティ 

區1 

[EBD& 

図 

J 一1 

シヨン摘巧で使用する場合やのを再インストール 
する場合は、シームレスセットアッブを使用して 
ください。巧雑なたットアッブをこの機!ホが； 

わって行し、ます。 

\w 

fi ^ 



EXPRESSBUILDER トップメニュー 


己.[ツール]を選択する。 

目.「ツール」メニューの[システム彭断]を選択する。 

システム彭断を開始します。約3分で彭断は終了します。 

彭断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 



試験タイトル 

彭断 ツールのを 称および バージョン 情報を表示します。 

試験ウィンドウタイトル 

彭断状態を表示します。試験終了時(こは Test End と表示します。 

試験結果 

彭断開始-終了 -経過時間および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン 

ウィンドウを操作するキーの説明を表示します。 
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試験簡易ウィンドウ 

診断を実行したを試験の結果を表示します。カーソル行で <Enter> キーを押すと試験の詳細を表 

刀^しまで。 


システム彭断でエラーをお化した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結果がホ<反転表示 
し、ち側の結果に 「Abnormal End」 を表示します。 

エラーをお化した試験にカーソルを移動し <Enter> キーを押し、試験詳細表示に出力されたエラー 
メッセージを記録して保守 サービス 会社に連絡してください。 

7. 画面最下段の「ガイドライン」(こ従い <Esc> キーを押す。 

J：i 下のエンドユーザーメニューを表示します。 



<Test Result> 

前述の診断終了時の画面を表示します。 

く Device List> 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

<し〇呂 lnfo> 

試験□グを表示します。試験□グをフ□、ソピーディスクへ保存することができます。 

フ □、ソ ピーディスクへ記録する場合は、フォーマット済みのフ □、ソ ピーディスクをフ □、ソ ピー 
ディスクドライブ(こセットし、 <Save> を選択してください。 

<Option> 

□グの出力先を変更します。 

<Reboot> 

システムを再起動します。 

8 . 上記エンドユーザーメニューで <Reboo わを選択する。 

再起動し、システムが EXPRESS 目 ULDER か6起動します。 

9. EXPRESS 目 UILDER を終了し、 DVD-ROM ドライブか 6CD-R0M を取り化す。 

10. 本装置の電源を OFF (こし、電源コードをコンセントか6抜く。 

11. 手順2で取り外した LAN ケーブルを接続し直す。 

12 . 電源コードをコンセント(こ接続する。 


W 上でシステム彰断は終了です。 








障害時の対処 


r 故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について磕認してください。該当することがらがある 
場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Marage 「を使って障害の発生箇所を確認 
し、障害が八ードウエアによるものかソフトウエアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の磕認ができたら、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を行 
います。 

障害が八ードウエア要因によるちのかソフトウエア要因によるちのかを判断するには、 
ESMPRO / ServerManager が便利です。 


卵£が ysw I 

お玉)电Iおお 


y XI副 ji)*; 


lA New.Vork 
曲 Mlemi 




1 S し Development-Division 2nd_Dev0l 巧 men し DMs 


ぶ.ぶ-こぶなぷ放ぃ A '. ••‘ 

巾,'、 



吗 hIjkI 違 I 峰凶!_ 




編おのま示が I 卜もの U フ‘(が 


J ] ン本•-キント1(すべで 


因システムドライ r、ONLINE Mylex System Drive 199口 

9 巧巧テ•'がイス ONLINE Mylex Physical Device の 9F2 

田システムドライ T' CRITICAL Mylex System Drive 199口 

巧''がイス DEAD Mylex Physical Device 旧 9F2 


1 巧重時掛 

1999/05/0611 


110.119 .0.22 1999/05/06 11:21 ESMP 防/ SM 

110.119 .0.22 1999/05巧611:21 ESMPRO/SM 

110.119.0.22 1999/05/06 11:20 ESMPRO/SM 

110.119 .0.22 1999/05/D611:20 ESMPRO/SM 


サーバ/ワークステーション 
の障害発生箇所および障害内 
容を磕認 
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エラーメッセージ 


本装置になんらかの異常が起きるとさまざまな形でエラーを通知します。ここでは、エラー 
メッセージの種類について説明します。 

POST のエラーメッセージ 

本装置の電源を ON にすると自動的に実行される自己診断機能 「 POST 」 中に何らかの異常を 
橫化すると、ビープ音がなったり、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージが表示され 
たりします(場合によってはその対処方まも表示されます）。 

>1; この章で記載されている POST のエラーメッセージー覽は本装置単体のものです。オプショ 

n^TTjq ンの SCSI コントローラボードやディスクアレイコントローラボードに搭載されている BIOS 
のエラーメッセージとそのが処方まについてはオプションに添付の説明書を参照してくださ 
し、。ディスクアレイコントローラボードについては、この後の「トラブルシューティング」 
の「ディスクアレイ」を参照するか、ディスクアレイコントローラボードに添付の説明書を 
参照してください。 


POST ビープコード（ビープ音によるエラー通知） 

エラーが発生せずに POST が正常終了した場合には、ビープ音が1回鳴ってから装置がブー 
卜します。また、装置の構成が変更された場合には、短いビープ音が2回鳴ってから装置が 
ブートします。これらのビープ音は通巧用で、エラーが発生したことを示すものではありま 
せん。 


POST 中にエラーを橫化した場合、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示でき 
ない場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知します。 
エラーはビープ音のい<つかの音の組み合わせでその内容を通おします。たとえば、短い 
ビープ音が1回、連続して1回、4回の組み合わせで鳴った（ビープコード： 1-1-4) ときは 
BIOS ROM チェックサムの不正が発生したことを示します。 
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次にビープコードとその意□ホ、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

巧処方法 

1-1-3 

CMOS リード-ライト試験エラー 

保守サービス会社に連絡して、 I / O ボー 
ドを交換して < ださい。 

1-1-4 

BIOS ROM チェックサムエラー 

1-2-1 

プ□グラマブルインターバルタイマのエラー 

1-2-2 

DMA 初期化エラー 

1-2-3 

DMA ページレジスタリード-ライト試験エラー 

1-2-4 

RAM 更新テストエラー 

DIMM およびメモリバックボードの取り 
がけ状態を確認して<ださい。問題が 
解まされない場合には、保守サービス 
会社に連絡して、 DIMM またはメモリバ 
、ソクボードを交換してください。 

1-3-1 

64 K RAM テストのエラー 

2-1-1 

セカンダリ DMA レジスタエラー 

保守サービス会社に連絡して、 I / O ボー 
ドを巧換して < ださい。 

2-1-2 

プライマリ DMA レジスタエラー 

2-1-3 

プライマリインターラプトマスクレジスタの 
ェラー 

2-1-4 

セカンダリインターラプトマスクレジスタの 
ェラー 

2-2-2 

キーボードコント□ーラエラー 

3-1-1 

タイマ割り込みエラー 

3-1-2 

インターバルタイマチヤネル2エラー 

3-1-4 

タイマエラー 

保守サービス会社に連絡して、タイマ 
用バッテリまたは I / O ボードを交換して 
ください。 

3-3-2 

致命的な SMBUS エラーが発生した。 

DIMM 、 メモリバックボード、およびプ 
□セ、ソサボードの取り付け状態を確認 
して<ださい。問題が解決されない場 
合には、保守サービス会社に連絡し 
て、 DIMM 、 メモリバックボードまたは 
プ□セ、ソサボード（またはン〇ボード） 

を交換してください。 

3-3-3 

メモリをお化できない 

DIMM 、 メモリバックボード、およびプ 
□セ、ソサボードの取り付け状態を確認 
してください。問題が解まされない場 
合には、保守サービス会社に連絡し 
て、 DIMM 、 メモリバックボードまたは 
プ□セ、ソサボードを巧換してくださ 
い。 
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ビープコード 

意味 

巧処方法 

短いビープ音1回 

(通知のみ） POST が正常終了した 

- 

短いビープ音2回 

(通知のみ）構成が変更された 

- 

短いビープ音3回 

メモリエラー 

DIMM 、 メモリバックボード、およびプロ 
セ、ソサボードの取り付け状態を確認して< 
ださい。問題が解まされない場合には、保 
守サービス会社に連絡して、 DIMM 、 メモ 
リバックボードまたはプ□セ、ソサボードを 
交換してください。 

1回のビープ音 
繰り返し 

プ□セ、ソサエラー 

プ□セ、ソサおよびプ□セ、ソサボードの取り 
がけ状態を確認して<ださい。問題が解ま 
されない場合には、保守サービス会社に連 
絡して、プ□セ、ソサまたはプ□セッサボー 
ドを交換して < ださい。 

短いビープ音 
繰り返し 

キーボードエラー 

キーボードを接続しなおしてください。問 
題が解決されない場合には、保守サービス 
会社に連絡して、丰ーボードまたは I / O ボー 
ドを交換して<ださい。 

長いビープ音 
繰り返し 

メモリエラー 

DIMM 、 メモリバックボード、およびプロ 
セ、ソサボードの取り付け状態を確認して< 
ださい。問題が解まされない場合には、保 
守サービス会社に連絡して、 DIMM 、 メモ 
リバックボードまたはプ□セ、ソサボードを 
交換してください。 

長いビープ音1回と 
短いビープ音1回 

カードエラー 

プ□セ、ソサボードの取りがけ状態を確認し 
てください。問題が解まされない場合に 
は、保守サービス会社し連絡して、プ□セ 
、ソサボードまたは I / O ボードを巧換してくだ 
さい。 

長いビープ音1回と 
短いビープ音2回 

カードエラー 

長いビープ音2回と 
短いビープ音2回 

カードエラー 
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POST エラーコード 

次に起動時に表示されることのある POST エラーメッセージを示します。 


POST 

エラーコード 

意味 

巧処方法 

062 

システムは3回続けて起動に失敗した 

システムファームウェアを最新のものにアップデ 
ートしてください。問題が解まされない場合に 
は、保守サービス会社に連絡して、 I / O ボードを 
交換して < ださい。 

101,102 

タイマ内部割込み、内部タイマチャネル2 

保守サービス会社に連絡して、 I / O ボードを交換 
してください。 

114 

アダプタ読み取り専用メモリ ( ROM ) のエラー 

保守サービス会社に修理を依頼して<ださい。 

151 

リアルタイムク □ 、ソク ( RTC ) エラーが発生した 

保守サービス会社に連絡して、 RTC バッテリま 
たは I / O ボードを交換してください。 

161 

リアルタイムク□ック ( RTC ) のバッテリに障害が 
発生した 

162 

構成エラー 

BIOS Configuration / Setup ユーティリティを実 
行して 、 「Load Default Setting 」 を選択後、設 
定を保存してリブートしてください。問題が解ま 
されない場合には、保守サービス会社に修理を化 
頼してください。 

163 

リアルタイムク □ 、ソク ( RTC ) エラーが発生した 

BIOS Configuration / Setup ユーティリティを実 
行して 、 「Load Default Setting 」 を選択後、日 
がの設定が正しいことを確認し設定を保をしてリ 
ブートしてください。問題が解まされない場合に 
は、保守サービス会社に修理を依頼してくださ 
い。 

175 

EEPR 0 M CRC #1 不正 

システムを再起動してください。プ□セッサボー 
ドの取り付けを確認してください。 

問題が解まされない場合には、保守サービス会社 
に連絡して、プ□セ、ソサボードを交換してくださ 
し、 

178 

主要プ□ダクトデータ ( VPD ) エラーが発生した 

184 

パワーオンパスワードが不正 

BIOS Configuration / Setup ユーティリティを実 
行して 、 「Load Default Setting 」 を選択後、設 
定を保存してリブートしてください。問題が解ま 
されない場合には、保守サービス会社に修理を化 
頼してください。 

187 

VPD シリアル番号が設定されていない 

保守サービス会社に修理を化頼して<ださい。 

188 

EEPR 0 M CRC #2 不正 

システムを再起動してください。プ□セ、ソサボー 
ドの取り付けを確認してください。 

問題が解まされない場合には、保守サービス会社 
に連絡して、プ□セ、ソサボードを交換してくださ 
い。 

189 

誤ったパスワードを使用してサーバへのアクセス 
を試みた 

サーバを再起動し、アドミニスト レー タパスワー 
ドを入力してから 、 BIOS Configuration/Setup 
ユーティリティを実行し、パワーオンパスワード 
を変更してください。 

289 

DIMM に障害が発生し、システムから切り離され 
た 

DIMM の取り付けを確認してください。その 
後 、 BIOS Configuration / Setup ユーティリティ 
を実行し 、 Advanced Setup メニューの Memory 
Settings で故障した DIMM を使用可能 (Bank Is 
Enabled ) に設定し、システムを再起動してくだ 
さし、 

問題が解ずされない場合には、保守サービス会社 
に修理を化頼してください。 

301 

丰ーボードまたは丰ーボードコント□ーラの 
エラー 

キーボードを接続し直して、システムを再起動し 
て<ださい。問題が解みされない場合には、保守 
サービス会社し修理を依頼してください。 

303 

丰ーボードコント□ーラのエラー 
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POST 

エラーコード 

意味 

巧処方法 

1600 

BMC の B に T ( built-in self - tes りでエラーが発生し 
た 

プ□セ、ソサボードの取り付けを確認してくださ 
い。問題が解まされない場合には、保守サービス 
会社に修理を化頼して<ださい。 

1601 

システムマネージメントアダプタの通信エラー 

プ□セ、ソサボードの取りがけを確認してくださ 
い。問題が解まされない場合には、保守サービス 
会社に修理を依頼して<ださい。 

1602 

システムマネージメントアダプタの通信エラー 

1762 

J \- ドディスクドライブ構成エラー 

BIOS Configuration / Setup ユーティリティを実 
行して 、 「Load Default Setting 」 を選択後、設 
定を保をしてリブートしてください。また、 J \- 
ドディスクドライブの取りがけを確認してくださ 
い。問題が解まされない場合には、保守サービス 
会社に修理を依頼して<ださい。 

178 x 

八ードディスクドライブエラー 

八ードディスクドライブの取り付けを確認してく 
ださい。問題が解まされない場合には、保守サー 
ビス会社に修理を化頼してください。 

1800 

pa 割り込みが有効にならない 

BIOS Configuration / Setup ユーティリティを実 
行して 、 Advanced Setup メニューの PCI 
Slot/Device Information から設定を確認してく 
ださい。問題が解まされない場合には、保守サー 
ビス会社に修理を依頼してください。 

1962 

ブートデバイスまたはオペレーティングシステム 
が見つからない 

BIOS Configuration / Setup ユーティリティを実 
行して、 S ねな Options メニューの Startup 
Sequence Options で起動したいドライブが起動 
順唐に含まれているか確認してください。問題が 
解ずされない場合には、保守サービス会社に修理 
を依頼してください。 

5962 

IDE CD - ROM または DVD ドライブ構成エラー 

BIOS Configuration / Setup ユーティリティを実 
行して 、 「Load Default Setting 」 を選択後、設 
定を保存してリブートしてください。問題が解み 
されない場合には、保守サービス会社に修理を化 
頼してください。 

8603 

ポインティングデバイスのエラー 

マウスの接続を磕認してください。問題が解まさ 
れない場合には、保守サービス会社に修理を化頼 
してください。 

0001295 

ECC 回路チェック 

DIMM 、 メモリバックボード、およびプ□セ、ソサ 
ボードの取り付け状態を確認して<ださい。問題 
が解みされない場合には、保守サービス会社に連 
絡して、 DIMM またはメモリバックボードを巧換 
してください。 

00012000 

プ□セ、ソサマシンチェックエラー 

プ□セ、ソサおよびプ□セ、ソサボードの取りがけ状 
態を確認して<ださい。問題が解まされない場合 
には、保守サービス会社に連絡して、プ□セ、ソサ 
またはプ□セ、ソサボードを交換してください。 

00019501 

プ□セ、ソサ1が機能していない 

エラーが発生したプ□セ、ソサおよびプ□セッサボ 
ードの取り付け状態を確認して<ださい。問題が 
解決されない場合には、保守サービス会社に連絡 
して、プ□セ、ソサまたはプ□セ、ソサボードを交換 
してください。 

00019502 

プ□セ、ソサ2が機能していない 

00019503 

プ□セッサ3が機能していない 

00019504 

プ□セ、ソサ4が機能していない 

00019701 

プ□セ、ソサ1で B に T エラーをお化した 

エラーが発生したプ□セ、ソサまたはプ□セッサボ 
ードの取り付け状態を確認して<ださい。問題が 
解みされない場合には、保守サービス会社に連絡 
して、プ□セ、ソサまたはプ□セ、ソサボードを交換 
してください。 

00019702 

プ□セ、ソサ2で B に T エラーをお化した 

00019703 

プ□セ、ソサ3で B に T エラーをお化した 

エラーが発生したプ□セ、ソサ、プ□セッサボード 
または VRM の取りがけ状態を確認してくださ 
い。問題が解まされない場合には、保守サービス 
会社に連絡して、プ□セ、ソサ、プ□セ、ソサボード 
または VRM を交換してください。 

00019704 

プ□セ、ソサ4で B に T エラーを検出した 
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POST 

エラーコード 

意味 

巧処方法 

00180100 

PCI ボードが利用できないメモリリソースを要求 
した 

BIOS Configuration/Setup ユーティリティを実 
行して、 Advanced Setup メニューの PCI 
Slot/Device Information からリソースの設定を 
確認して<ださい。問題が解まされない場合に 
は、保守サービス会社に修理を依頼してくださ 
い。 

00180200 

PCI ボードが使用可能な I/O スペースがない 

BIOS Configuration/Setup ユーティリティを実 
行して、 Advanced Setup メニューの PCI 
Slot/Device Information から設定を確認してく 
ださい。問題が解みされない場合には、保守サー 
ビス会社に修理を化頼して<ださい。 

00180300 

メモリ不足 （PCI ボード用1 M 目より上） 

エラーコードが特定の PCI-X ス□、ソトを指してい 
る場合には、そのス□ットのボードを取りかしま 
す。また、目 10 S Configuration/Setup ユーティ 
リティを実行して、 Advanced Setup メニュー 
の PCI Slot/Device Information からリソースの 
設定を確認して<ださい。問題が解ずされない場 
合には、保守サービス会社に修理を依頼して<だ 
さい。 

00180400 

メモリ不足 （PCI ボード用1 MB より下） 

00180500 

PCI オプション ROM チェックサムエラー 

エラーが発生したス□、ソトに実装された PCI ボー 
ドの取り付け状態を確認してください。問題が解 
みされない場合には、保守サービス会社に修理を 
依頼してください。 

00180600 

PCI B に T (ビルトインセルフテスト)エラー 

エラーコードが特定の PCI-X ス□、ソトを指してい 
る場合には、そのス□ットのボードを取りかしま 
す。また、 BIOS Configuration/Setup ユーティ 
リティを実行して、 Advanced Setup メニュー 
の PCI Slot/Device Information からリ ソースの 
設定を確認して<ださい。問題が解みされない場 
合には、保守サービス会社に修理を依頼して<だ 
さい。 

00180700 

00180800 

一般 PCI エラー 

BIOS Configuration/Setup ユーティリティを実 
行して、 PCI デバイスが disable になっていないか 
を確認してください。 PCI ボードのエラーランプ 
が点灯している場合には、そのボードの取り付け 
状態を確認して < ださい。 

問題が解まされない場合には、保守サービス会社 
に修理を化頼してください。 

00181000 

PCI エラー 

PCI ボードの取り付け状態を確認してください。 
問題が解まされない場合には、保守サービス会社 
に修理を依頼してください。 

01295085 

ECC 検査八ードウェアテストエラー 

プ□セ、ソサ、 DIMM およびプ□セ、ソサボードの取 
りがけ状態を確認してください。問題が解決され 
ない場合には、保守サービス会社に連絡して、プ 
□セ、ソサ、 DIMM またはプ□セ、ソサボードを交換 
してください。 

01298001 

プ□セ、ソサ1の更新データ ( MU ) がない 

すべてのプ□セ、ソサが同ーキャッシュサイズであ 
るかを確認してください。また、エラーが発生し 
たプ□セッサの取り付け状態を確認して< ださ 
し、問題が解みされない場合には、保守サービス 
会社に修理を化頼して<ださい。 

01298002 

プ□セ、ソサ2の更新データ ( MU ) がない 

01298004 

プ□セ、ソサ3の更新データ ( MU ) がない 

0に9800己 

プ□セ、ソサ4の更新データ ( MU ) がない 

01298101 

プ□セ、ソサ1の更新データ ( MU ) が不正 

すべてのプ□セ、ソサが同ーキャッシュサイズであ 
るかを確認してください。また、エフーが発生し 
たプ□セッサの取りがけ状態を確認して< ださ 
し、問題が解みされない場合には、保守サービス 
会社に修理を化頼して<ださい。 

01298102 

プ□セッサ2の更新データ ( MU ) が不正 

01298103 

プ□セ、ソサ3の更新データ ( MU ) が不正 

01298104 

プ□セッサ4の更新データ ( MU ) が不正 
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POST 

エラーコード 

意味 

巧処方法 

01298200 

プ□セ、ソサスピードが一致しない 

すべてのプ□セ、ソサが同ースピードであるかを確 
認してください。問題が解まされない場合には、 
保守サービス会社に修理を依頼して<ださい。 

19990301 

八ードディスクドライブセクタエラー 

八ードディスクドライブの取り付けを確認してく 
ださい。問題が解まされない場合には、保守サー 
ビス会社に修理を化頼してください。 

19990305 

オペレーティングシステムが横化できない 

ブート可能なオペレーティングシステムがインス 
トールされているか確認してください 。またへ一 
ドディスクドライブの取りがけを確認してくださ 
い。問題が解まされない場合には、保守サービス 
会社に修理を依頼して<ださい。 

19990650 

AC 電源が復元された 

いったん AC 電源が切断された後に再供給された 
ことを示します（エラーではありません）。これ 
じ又外の場合に表示されるときには、 AC コードお 
よび電源の状態を確認して<ださい。問題が解ず 
されない場合には、保守サービス会社に修理を化 
頼してください。 
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POST 價源オン自己試験)エラー□グ 

POST エラー□グは、 POST 中にシステムが生成した最新の3つのエラーコードおよびメッ 
セージを表示します。システムエラー□グじは、 POST 中に化されたすべてのメッセージ、 
およびサービスプ□セ、ソサからのすべての状ミ兄メッセージが含まれています。 

エラー □グ、表示 システムエラーの □グは、巨 IOS Configuration/Setup ユーティリティで 
表示できます。 

♦ BIOS Configuration / Setup ユーティリティを開始し、メインメニューから 「 Event / 
Error Logs 」 を選択します。5章を参照してください。 


ランプにぶるエラーメッセージ 

本装置の前面や背面、八ードディスクドライブの八ンドル部分にあるランプはさまざまな状 
態を点な、点滅、消なによるパターンや色による表示でユーザーに通おします。「故障か 
な？」と思ったらランプの表示をお認してください。ランプ表示とその意□ホについては1章 
r 知っておきたいこと」の8ページじ(降または、次の 「Light Path 診断機構」をご覧ください。 


Light Path 診断機構 

本装置のち上にあるオペレータインフォメーションパネルの前面にあるシステムエラーラン 
プあるいは、インフォメーションランプが点なしている場合は、本装置の内部で1つ W 上の 
ランプが点なしていることを示します。 

■: 本装置は DC 電源がオフになっていても AC 電源が供給されていれば、エラーランプが点灯し 
1^37^ たままになるよう設計されています。このため、ハードウェアのエラーを検出してオペレー 

- ティングシステムがシャットダウンされてしまうような場合でも、問題を特をすることがで 

きます。 

発生したエラーのタイプを識別するには、オペレータインフォメーションパネルを引き化 
し、上面にある Light Path 診断パネルのランプで磕認できます。ランプの位置については、 
下図を参照してください。 
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特定のシステム-エラーが発生する場合 、 Light Path 診断パネル上の個々のデバイスに対応 
したランプが点なします。これらのランプが点灯した場合、じ(下を参照してエラーの原因お 
よび処置を判別してください。 

メモリバックボード、プロセッサボード上に実装されている各エラーランプが点灯した場 
合、保ず交換のため本体装置からこれらのボードを取り外した後でも、 LightPath 診断ス 
- イッチを押すことによりェラー箇所のランプを再び点灯させることができます。 


点なしている 
ランプ 

意味 

巧処方法 

OVERSPEC 

システムに供給される電源の電力が不足していま 
す。同時に NONRED ランプおよび LOG ランプも点 
灯する場合があります。 

電源ユニットあるいは電源コードが正しく接続さ 
れていないために、電源ユニットから電源が正し 
く出力されていない可能性があります。電源ユニ 
、ソトのランプの状態を確認して<ださい。問題が 
解みされない場合は、保守サービス会社に連絡し 
て修理を依頼して<ださい。 

* ランプの位置については8ページ J ： i 峰を参照 
ください。 

PS 

電源ユニットの故障を検出したか、電源ユニット 
が取りかされた。 

(ま） AC 200で使用している場合は、障害を起こし 
た電源ユニットの DC ランプがオフになる場合 
ちあ LJ まず。 

1. 片方の電源ユニットが取りかされている場合 X 
は取りがけ直します。両方の電源ユニットが取 
りがけられている場合は、取り付け状態を確認 
します。 

2. 電源ユニットのランプの状態を確認し、電源ユ 
二、ソトが故障している場合は保守サービス会社 
に連絡して修理を依頼してください。 

LINK 

本体装置を2台接続して8プ□セ、ソサ構成にしてい 
る状態で、 SMP 拡張ポートまたは SMP 拡張ケー 
ブルで故障をお化しました。 

1. 各 SMP 拡張ポートのリンクランプの状態を確 
認し、リンクランプが消えているポートのケー 
ブルを取り付けなおします。 

2. 問題が解みされない場合は、保守サービス会社 
に連絡して修理を化頼してください。 

* ランプの位置については8ページと_；降を参照 
ください。 

CPU 

プ□セッサの故障をお化した。 

1 . システムエラー□グを参照して、ランプが点灯 
した要因を確認します。 

2. プ□セ、ソサボード上のエラーランプを確認して 
異常がお化されたプ□セ、ソサのス□、ソトを特定 
します。 

3. エラーしたス□、ソトのプ□セ、ソサの取りがけ状 
態を確認してください。また取り付けているプ 
□セッサの種類に誤りがないことを確認してく 
ださい。 

4. 問題が解みされない場合は、保守サービス会社 
に連絡して修理を依頼してください。 

* ランプの位置については8ページ U 降を参照 
ください。 

VRM 

VRM の故障をお化した。 

1 . システムエラー□グを参照して、ランプが点灯 
した要因を確認します。 

2. プ□セ、ソサボード上のエラーランプを確認して 
異常が検出された VRM ス□、ソトを特定しま 
す。 

3. エラーしたス□、ソトの VRM の取りがけ状態を 
確認してください。 

4. 問題が解まされない場合は、保守サービス会社 
に連絡して修理を依頼して < ださい。 

* ランプの位置については8ページ U 峰を参照 
ください。 
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点打している 
ランプ 

意味 

巧処方法 

LOG 

BMC □グおよびイベント□グ（システムエラー □ 
グ）に確認が必要な、特定のイベントが登録され 

よし7 し0 

1. BMC □グおよびシステムエラー□グの内容を 
確認し、必要に応じて処置を行って<ださ 
い。 

之装置を長期間運用し、 BMC □グの内容がいっ 
ぱいになった場合旧 MC Event Log Full ) で 
もこのランプが点灯します。 BMCEv 飢 tLog 
Full が発生しても、サーバ管理には影響ありま 
せん。定期メンテナンスなどの際に 、 BMCD 
グのクリアを保守員に化頼してください。 

BMC □グは BIOS Configuration / Setup ユーテ 
ィリティから参照、クリアすることができま 
す。 

3.問題が解みされない場合は、保守サービス会社 
に修理を化頼してください。 

(ま）一度クリティカルなエラーがイベント□グに 
記録さると、 AC を OFF / ON しても LOG ラン 
プは点灯したままとなります。 LOG ランプ 
を消灯させるためには、イベント□グの内容 
をクリアし、 AC を OFF する必要がありま 
ず。 

MEM 

メモリ ( DIMM ) またはメモリバックボードの故障 
をお化した。 

1. メモリバックボード上部にあるエラーランプを 
確認し、エラーしているメモリバックボードを 
取りかします。 

2. メモリバックボード上の Light Pa ホ診断スイ、ソ 
チを押して、障害の切り分けを行います。 

3. DIMM ス□、ソトのエラーランプが点灯した場合 
はその DIMM を、メモリバックボードのエラー 
ランプが点灯した場合はメモリバックボードを 
取り付け直します。 

4. 問題が解決されない場合は、保守サービス会社 
に修理を化頼してください。 

* ランプの位置については8ページた降を参照 
ください。 

NMI 

八ードウェアのエラーが0 S に報告された。 

( NMI が発生した。） 

(ま） PCI - X あるいは MEM ランプも点灯する場合が 
あります。 

1.システムエラー□グの内容を確認し、保守サー 
ビス会社に修理を依頼して<ださい。 

PCI 

オプションの PCI ボードの故障をお化した。 

を PCI - X ボード上で、障害のあるス□、ソトの横に 
あるエラーランプも点灯します。 

1. システムエラー□グの内容を確認します。 

2. エラーランプが点灯したス□、ソトに実装されて 
いる PCI ボードを取りがけ直します。 

3. 問題が解みされない場合は、保守サービス会社 
に修理を依頼してください。 

* ランプの位置については8ページ J ： 加をを参照 
ください。 

SP 

リモートスーパーバイザアダプタ II の故障を検出 
した。 

保守サービス会社に修理を化頼して<ださい。 

DASD 

八ードディスクドライブの故障をネ矣出した。 

(を）故障した八ードディスクのエラーランプも点 
灯します。 

1. 八ードディスクドライブのエラーランプを確認 
します。 

2. エラーランプが点灯したス□、ソトに実装されて 
いる八ードディスクドライブを取り付け直しま 
す。 

3. 問題が解決されない場合は、保守サービス会社 
に修理を化頼してください。 

* ランプの位置については8ページ U 降を参照 
ください。 
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点打している 
ランプ 

意味 

巧処方法 

RAID 

SAS RAID コント□ー ラの故障をお化した。 

1. システムエラー□グの内容をモを認します。 

2. 八ードディスクドライブ 、 SAS RAID コント □ 

ーラボード、 I / O ボード、 I / O ボードに接続され 
ている SAS I / F ケーブルの取り付け状態を確認 
します。 

3. 問題が解まされない場合は、保守サービス会社 
に修理を依頼してください。 

NONRED 

電源が非冗長構成で運用されています。 

(ま） LOG ランプや PS ランプも点灯する場合があ 
ります。 

PS ランプが点灯している場合は、電源ユニット 
あるいは電源コードが正しく接続されていないた 
めに、電源ユニットから電源が正しく出力されて 
いない可能性があります。電源ユニットのランプ 
の状態を確認してください。問題が解まされない 
場合は、保守サービス会社に連絡して修理を依頼 
してください。 

TEMP 

システム内部の温度が仕様を超えました。 

(ま） FAN ランプも点灯する場合があります。 

1. システムエラー□グでエラーの要因を確認しま 
ず。 

2. 装置内部の空気の流れが巧害されていないかど 
うかを確認します。 

3. 装置を設置している環境が、動作保障温度範囲 
内 （1 日〜35で）であるかどうか確認します。 

4. FAN ランプが点灯した場合は、 FAN ユニットに 
あるエラーランプの状態を確認し、ランプが点 
灯しているファンを取りがけ直します。 

5. 問題が解みされない場合は、保守サービス会社 
に修理を化頼してください。 

FAN 

ファンの故障をお化したか、ファンが取り外され 

(ミま）ファンが故障すると、 TEMP ランプも点灯す 
る場合があります。 

1. ファンの取りがけ状態を確認します。 

埃がたまっている場合は清掃してください。 

2. 問題が解みされない場合は、保守サービス会社 
に修理を依頼してください。 

PCI-X BRD 

PCI - X ボードの故障をお化しました。 

1. PCI - X ス□、ソトに PCI ボードが搭載されている 
場合は搭載状態を確認して < ださい。 

2. 問題が解みされない場合は、保守サービス会社 
に修理を依頼してください。 

CPU BRD 

プ□セ、ソサボードの故障をお化しました。 

1. プ□セ、ソサボードを取り付け直します。 

2. 問題が解みされない場合は、保守サービス会社 
に修理を化頼してください。 

I/O BRD 

I / O ボードの故障をネ矣化しました。 

1.1/0 ボードの取り付け状態を確認します。 

2.問題が解みされない場合は、保守サービス会社 
に修理を化頼してください。 
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各部のランプの位置じついては、下図を参照してください。 


OVERSPEC / NONRED / PS 



AC ランプ(緑色） 


DC ランプ(緑色） 


システムじ供給される電源の電力が不足すると、 LightPath 診断パネルの OVERSPEC が点な 
します。また電源が非冗長構成になると NONRED ランプも点なします。 

電源ユニットの異常を横化すると LightPath 彭断パネルの PS ランプが点灯します。 

これらのランプが点灯したら、電源ユニットにあるランプの点な状態をチェックし、電源の 
供給状態を確認の供給状態を磕認してください。 

AC 電源を電源コードから受電しているときに AC ランプが点灯し、本体に DC 電源を供給し 
ている間 (DC ON している場合）、 DC ランプが点灯します。ランプが点なしない場合は、電 
源コードや電源ユニットの取り付け状態を確認してください。 


LINK 


SMP 拡張ポート1 SMP 拡張ポート2 SMP 拡張ポート3 
リンクランプ リンクランプ リンクランプ 


本体装置を複数台接続してマルチノー ド構成にする場合、を SMP 拡張ポート間を SMP 拡張 
ケーブルで接続します。システムがマルチノードで起動し、をノード間の通信が行われると 
をポートの SMP 拡張ポートリンクランプが緑色に点なします。 

マルチノードで起動しこのランプが点なしない場合は、 SMP 拡張ポートまたは、 SMP 拡張 
ケーブルに異常があることを示しています。 SMP 拡張ケーブルの取り付け状態を磕認してく 
ださい。 
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CPU 



エラーランプ エラーランプ エラーランプ エラーフンプ 


プ□セ、ソサ ( CPU ) の異常を横化すると、 LightPath 彰断パネルの CPU ランプが点灯し、同時 
じプ□セツサボードの前面にあるプ□セ、ソサ エラー ランプが点灯します。点灯したランプの 
位置を磕認し、故障したプ□セ、ソサを特定します。 


VRM 



VRIVK プ□セ、ソサ3,4用）の異常を橫化すると、 LightPath 診断パネルの VRM ランプが点灯 
し、同時にプ□セ、ソサボードの前面にある VRM エラーランプが点なします。点灯したラン 
プの位置を磕認し、故障した VRM を特をします。 
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MEM 


メモリバックボードエラーランプ 




© 




mm- - - 

rara 过 け+ 


0 -^ 1 ^= — 



. DIMM 1 エラーランプ 
. DIMM 2 エラーランプ 
- DIMM 3 エラーランプ 
■ DIMM 4 エラーランプ 


メモリバックボードエラーランプ 



メモリバックボードあるいは DIMM の異常を横化すると、 LightPath 彰断パネルの MEM ラン 
プが点灯し、同時にメモリバックボードの上面にあるエラーランプと、エラーした DIMM の 
ス□ットのエラーランプが点なします。点灯したランプの位置を磕認し、故障した DIMM あ 
るいはメモリバックボードを特定します。 
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PCI 


■I 


叫 


PCI ボードの異常を橫化すると、 LightPath 診断パネルの PCI ランプが点灯し、同時に PCI-X 
ボードのをス□、ソトじある PCI - X ス□、ソト ATTENTION ランプが点なします。点なしたラン 
プの位置を確認し、故障した PCI ボードを特ちします。 


SP 


リモートスーパーバイザアダプタ II 
>エラー ランプ 




PCI - X ス□、ソト ATTENTION ランプ 


RSA II ボードの異常を横化すると、 LightPath 彰断パネルの SP ランプが点灯し、同時に装置 
背面にあるリモートスーパーバイザアダプタ II エラーランプがアンバー色に点なします。 



で doocodacgo 


で Izzlooco □じ CGO 


^doocoddcco 


で Dooco □ じ CGO 


で CZIOOCO □じ CGO 
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DASD 



SAS RAID ボード ( A ) エラーランプ 


SAS RAID ボード ( A ) の異常をお化すると、 LightPath 彰断パネルの RAID ランプが点灯し、 
同時に装置背面にある SAS RAID ボード ( A ) エラーランプがアンバー色に点灯します。 


ディスクアクセスランプ 



八ードディスクドライブあるいは SAS バックプレーンの異常を橫化すると、 LightPath 診断 
パネルの DASD ランプが点灯し、同時に八ードディスクドライブのディスクエラーランプが 
点なします。点灯したランプの位置を磕認し、故障した八ードディスクドライブを特定しま 
す。 


RAID 


7 メンテナンスとトラブルシユ—ティング 
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TEMP / FAN 


PCI - X ボードエラーランプ 


PCI-X ボードの異常を橫化すると、 LightPath 診断パネルの PCI-X 目 RD ランプが点灯し、同 
時に装置背面にある PCI-X ボードエラーランプがアンバー色に点なします。 


フアン5エフーフン フ ファン6エラーランプ 


ファン1エラーランプ 



ファン2エラーランプ 



ファン4エラーランプ 


ファン3エラーランプ 


装置内部の温度異常をお化したり、ぶ却ファンの異常を橫化すると、 LightPath 診断パネル 
の TEMP ランプや FAN ランプが点なします。ファンが故障した場合は、同時にをファンのエ 
ラーランプが点なします。点灯したランプの位置を磕認し、故障したファンを特定します。 


PCI-X BRD 




巧日 COCC 日じ 0 OC 
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CPU BRD 


プ□セ、ソサ ボー ドエ ラーラ ンフ 



プ□セツサボードの異常を横化すると、 LightPath 診断パネルの CPU 巨 RD ランプが点灯し、 
同時にプ□セ、ソサボード上のプ□セ、ソサボードエラーランプがアンバー色に点なします。 


I/O BRD 


I / O ボードエラーランプ 





I / O ボードの異常を橫化すると、 LightPath 診断パネルの I / O 巨 RD ランプが点灯し、同時に装 
置背面にある I / O ボードエラーランプがアンバー色に点灯します。 
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Windows のエラーメツセージ 

Windows の起動後に致命的なエラー ( STOP エラーやシステムエラー)が起きるとディスプレ 
イ装置の画面がブルーに変わり、エラーに関する詳細なメッセージが表示されます。 


*** STOP: OxOOOOOOOA (0x00000074, 0x00000002, 0x00000001, 0x80108E7A) 
IRQL_NOT_LESS_OR_EQUAL*** Address 80108 E7A has base at 8010000 _ ntoskrnl.exe 


画面のバックグラウンドの色は「ブルー」 


画面に表示されたメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

また、このエラーが起きると本装置は自動的にメモリダンプを実行し任意のディレクトリに 
メモリダンプのデータを保存します（「メモリダンプ（デバ、ソグ情報）の設を 」 (Windows 
Server 2003 x 64 Editions では3章 、 Windows Server 2003では 4 章参照））。のちほど保 
守サービス会社の保守員からこのデータを提供していただくよう依頼される場合がありま 
す。 M 0 や DAT などのメディアじファイルをコピーして保守員に渡せるよう準備しておいて 
ください。 


I n-O STOP エラーやシステムエラーび発生しシステムを再起動したとき、仮想メモリび不足し 
ていることを示すメッセージび表示されることびありますび、そのまま起動してください。 

一 このファイルをメディアにコピーする前に、イベントビューアを起動して、システムイベン 
云巧]卜□グで Save Dump のイベント□グが記録され、メモリダンプが保存されたことを確認し 
てください。 

このほかにもディスクやネットワーク、プリンタなど内蔵デバイスや周辺装置にエラーが起 
きた場合にも警告メッセージが表示されます。メッセージを記録して保守サービス会社に連 
絡してください。 
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PFA イベントが発生しました。 


5章の「システムのコンフィグレーション」の 「ASM Web インタフェースを開いての基本機能 
設を」に記載されている r イベント□グ (Event Log )」 を参照して故障の予兆の内容を磕認して 
ください。 


ヴーバ管理アプリケーションか5のエラーメッセージ 

ESMPRO/ServerAgent や ESMPRO / 

ServerManager、Power Console Plus 
など本装置専用の管理ツールを本装置や管 
理 PC ヘインストールしておくと、何らか 
の障害が起きたときに管理 PC や本装置に 
接続しているディスプレイ装置から障害の 
内容を知ることができます。 


各種アプリケーションのインストールや運用方法については6章またはオンラインド羊ュメ 
ントを参照してください。 

ESMPRO を使ったシステム構築やを種設定の詳細についてはオンラインヘルプや、オンラ 
インドキュメントの 「Express Server Management Guide 」 で詳しく説明されています。 

なお、八ードウエアの故障の予兆を橫化したとき、下のメッセージが表示されます。 
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I 端 III 禮 1111111111 お I 

-刻 町がの巧のリ倘巧巧の巧_ 

1||巡！!奶柳柳既斯舰洗洗洗柳奶既脚既卿柳綱 


lEEilys 


I UUUUUUUUUUUUUUUUU 
CCCCCCCCCCCCCCCCC 

巧 23 却却却却 52 却邸苗却 


— 奇 S ぶ巧司司 S ぶ g 目ぶ g ぶ 

貞邸团 dn； をを回回励励回邸回 

高一间巧音亩高一间巧巧一间巧巧巧一闲巧荷一河 

巧育負巧巧巧頁育ち負育目宫旨負台貢 

ちち音を巧巧ちち高ち音ち高商ち高ち 

UUUUUUUUUUUUUUUUU 

觸鎖铅鎖鎖 I 链觸链 

テテテテテテテテテテテテテテテテテ 

スススススススススススススス 

-- 闻居占 店因 
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本装置が思うように動作しない場合は修理に化す前に次のチェックリストの内容に従って本 

装置をチェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その後の 

磕認、処理に従って<ださい。 

それでも正常に動作しない場合は、ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録 

してから、保守サービス会社に連絡してください。 

本装置について 

® 画面び出ない、ビープ音が鳴る 

一218のページの 「 POST ビープコード(ビープ音によるエラー通知)」を確認してく 
ださい。 

(D 電源び ON にならない 

n 電源が本装置に正しく供給されていますか？ 

-電源コードが本装置の電源規格に合ったコンセント（または UPS ) に接続されて 
いることを磕認してください。 

一本装置に添付の電源コードを使用してください。また、電源コードの被覆が破 
れていたり、プラグ部分が巧れていたりしていないことを磕認してください。 

一接続したコンセントのブレーカが ON になっていることを確認してください。 

一 UPS に接続している場合は、 UPS の電源が ON になっていること、および UPS 
から電力が化力されていることを磕認してください。詳しくは UPS に添付の説 
明書を参照してください。 

n POWER スイ、ソチを押しましたか？ 

一本装置前面じある POWER スイッチを押して電源を ON ( POWER ランプ点な）に 
してください。 

® POST び終わ5ない 


n メモリが正しく搭載されていますか？ 

一を装置にそれぞれ最低2枚1組の DIMM が搭載されていないと動作しません。 

n 大容量のメモリを搭載していますか？ 

一搭載しているメモリサイズによってはメモリチェックで時間がかかる場合があ 
ります。しばらくお待ちください。 

n 本装置の起動直後に丰ーボードやマウスを操作していませんか？ 

-起動直後にキーボードやマウスを操作すると、 POST は誤って羊ーボードコン 
卜□ーラの異常をお化し、処理を停止してしまうことがあります。そのときは 
もう一度、起動し直してください。また、再起動直後は、 BIOS の起動メッセー 
ジなどが表示されるまで丰ーボードやマウスを使って操作しないようを意して 
ください。 

n 本装置で使用できるメモリ • PCI デバイスを搭載していますか？ 

一弊社が指をする機器 t (外は動作の保証はできません。 
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® 内蔵デバイスや外付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しなし、) 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ーインタフェースケーブルや電源ケーブル（コード)が確実に接続されていること 
を磕認してください。また接続順唐が正しいかどうかお認してください。 

n 電源 ON の順番を間違っていませんか？ 

一外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、本装置の順に電源を 
ON にします。 

n ドライバをインストールしていますか？ 

-接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必要なも 
のがあります。デバイスに添付の説明書を参照してドライバをインストールし 
てください。 

n 巨 IOS の設定を闇違えていませんか？ 

一 PCI デバイスを接続している場合は、本装置の目 IOS Configuration / Setup ユー 
ティリティで PCI デバイスの割り a みやその他の詳細な設ををしてください。 
( PCI デバイスについては通常、特に設定を変更する必要はありませんが、ボー 
ドによっては特別な設をが必要なものもあります。詳しくはボードに添付の説 
明書を参照して正しく設をしてください。） 

く磕認する メニュ ー ：「Advanced Setup 」 一 「PCI Slot/Device Information 」 一 
設を変更したいボードのス□、ソト> 

® キーボードやマウスび正しく機能しない 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

一本装置背面にあるコネクタに正しく接続されていることを磕認してください。 
一本装置の電源が ON になっている間に接続すると正しく機能しません ( USB デバ 
イスを除く）。いったん本装置の電源を OFF にしてから正しく接続してくださ 
い。 

n 巨 IOS の設定を闇違えていませんか？ 

一本装置の BIOS Configuration / Setup ユーティリティで丰ーボードの機能を変 
要したり、マウスを無効にしたりすることができます。目 IOS Configuration / 
Setup ユーティリティで設定を磕認してください。 

く磕認するメニュ ー ：「Devices and I/O Ports 」 一 「 Mouse 」、 

rStart Options 」 一 「Keyboardless Operation 」、 
rStart Options 」 一 「Keyboard Numlock State 」> 

n ドライバをインス!-ールしていますか？ 

一使用している 0 S に添付の説明書を参照してキーボードやマウスのドライバがイ 
ンス I -ールされていることを磕認してください（これらは 0 S のインス I -ールの 
際に標準でインストールされます）。また、 0 S によっては羊ーボードやマウス 
の設定を変更できる場合があります。使用している 0 S に添付の説明書を参照し 
て正しく設をされているかどうかお認してください。 

n パワーオンパスワードが設をされていませんか？ 

ーパワーオンパスワードを設定:し、目 IOS Configuration / Setup ユーティリティ 
の 「System Security 」 一 「Allow ror unattended boot with password 」 を 「 On 」 
に設定して起動すると、キーボードが□ックされます。车ーボードを□ックさ 
せないためには 0 S 選択画面でパワーオンパスワードを入力する必要がありま 
す。 
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フ□ッピーディスクにアクセス(読み込みまたは書き込みび)できない 

n フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブじセットしていますか？ 

ーフ□、ソピーディスクドライブに r カチ、ソ」と音がするまで磕実に差し込んでくだ 
ぎい。 

n 書き込み禁止にしていませんか？ 

ーフ□、ソピーディスクのライトプ□テクトスイ、ソチのノッチを r 書き込み巧」に 
セットしてください。 

n フォーマットしていますか？ 

ーフォーマット済みのフ□、ソピーディスクを使用するか、セットしたフ□、ソピー 
ディスクをフォーマットしてください。フォーマットの方法については、 0 S に 
添付の説明書を参照して < ださい。 

n 目 IOS の設をを闇違えていませんか？ 

一本装置の BIOS Configuration/Setup ユーティリティでフ□、ソピーディスクコ 
ント□ーラまたは、ドライブを無効にすることができます 。 BIOS 
Configuration/Setup ユーティリティで 設定:を確1忍してください。 

<確認するメニュ ー ： 「Devices and I/O Ports 」 一 [Diskette Controller 」、 
「Devices and I/O Ports 」 一 「Diskette Drive A 」> 

CD-ROM/DVD-ROM にアクセスできない-正しく再生できない 

n 規格にあったディスクを使用していますか？ 

一本装置は、 CD 規格に準拠しない r コピーガード付き CD 」 などのディスクにつき 
ましては、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

n DVD - ROM ドライブのトレーじ磕実にセットしていますか？ 

- トレーにはディスクを保持するホルダーがあります。ホルダーで痛実に保持さ 
れていることを5在認してください。 

n 本装置で使用できる CD - ROM ですか？ 

一 Macintosh 専用の CD - ROM は使用できません。 

n 目 IOS の設をを間違えていませんか？ 

一本装置の目 IOS Configuration / Setup ユーティリティで内蔵の IDE デバイスを無 
効にすることができます 。 BIOS Configuration / Setup ユーティリティで設定 
を磕認してください。 

<磕認する メニュ ー ： 「Devices and I/O Ports 」 一 FIDE Configuration Menu 」 
一 「Primary IDE ChanneU > 

A- ドディスクドライブにアクセスでさない 
(ディスクアレイで構成されている八ードディスクドライブについてはディスクアレ 
イコント□ーラに添付の説明書を参照） 

n 本装置で使用できる八ードディスクドライブですか？ 

一弊社が指をする機器外は動作の保証はできません。 

n 八ードディスクドライブは正しく取りがけられていますか？ 

一八ードディスクドライブの八ンドルにあるレバーで痛実に□ックしてくださ 
し^。不完全な状態では、内部のコネクタに接続されません (8 章参照)。 






n 巨 los の設定を間違えていませんか？ 

一本装置の BIOS Configuration / Setup ユーティリティで内蔵の SCSI 〕 ント □— 
ラを無効にすることができます 。 BIOS Configuration / Setup ユーティリティ 
で設定を磕認してください。 

く磕認する メニュ ー ：「Devices and I/O Ports 」 一 [Planar SCSI 」〉 

® SCSI 装置(外付け）にアクセスできない 

n 本装置で使用できる SCSI 装置ですか？ 

一弊社が指定する機器 W 外は動作の保証はできません。 

n SCSI コント□ーラ（オプション）の設定を間違えていませんか？ 

一 SCSI コント□—ラボードが持つ目 IOS Configuration/Setup ユーティリティで 
正しく設定してください。詳しくは SCSI コント□ーラボードに添付の説明書を 
参照してください。 

n SCSI 装置の設定を闇違えていませんか？ 

一外付け SCS 顆置を接続している場合は 、 SCSI ID や終端抵抗などの設をが必要 
です。詳しくは SCSI 装置に添付の説明書を参照してください。 

(D PCI デバイスを増設後、正しく動作しなくなった（ホットプラグ PCI については8章を 

参照） 

n ボードを正しく取りがけていますか？ 

一8章を参照して正しく取り付け直して<ださい。 

n os 起動を行う、アレイボードを除き、巨 IOS Configuration / Setup ユーティリティ 
の設走:で Option ROM 設走:が、 SCSI 力ードの搭載ス□、ソトは Disable になっていま 
すか？ 

一目 IOS Configuration / Setup ユーティリティで設定を磕認してください。 

く磕認する メニュ ー ：「Advanced Setup 」 一 「PCI Slot/Device Information 」 
一 「Slot nj ( n : 取りがけたボードの PCI ス□ット番号）一 「Option ROM 
Execution 」> 

□ ネットワークボードを増設し、ネットワークブートを行わない場合 、 BIOS 
Configuration / Setup ユーティリティの設定:で増設した Slot の Option ROM 設定が 
Disable になっていますか？ 

一巨 IOS Configuration / Setup ユーティリティで設定をる在認してください。 

く磕認する メニュ ー ：「Advanced Setup 」 一 「PCI Slot/Device Information 」 
一 「Slot nj ( n : 取り付けたボードの PCI ス□、ソト番号）一 「Option ROM 
Execution 」> 

® OS を起動できない 

n フ□、ソピーディスクをセットしていませんか？ 

ーフ□、ソピーディスクを取り化して再起動してください。 

n 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM をセットしていませんか？ 

一 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を取り化して再起動してください。 

n os が破損していませんか？ 

一修復プ□セスを使って修復を試してくださいに59ページ)。 
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@ 正しい CD-ROM を挿入したのに下のメッセージび表示されを 


CD-ROM が挿入されていないか、誤った 
CD-ROM が挿入されています。 

正しい CD-ROM を挿入してください。 


0K 


n CD - ROM のデータ面がミちれていたり、傷ついていたりしていませんか？ 

一 DVD - ROM ドライブからディスクを取り化し、よごれや傷などがないことを確 
認してから、再度ディスクをセットし、 [0 K ] をクリックしてください。 

® 8CPU 構成でメモリ容量び少なく見える 

一本装置は、 8 CPU 構成時には搭載メモリから 512 MB をチップセットで使用しま 
す。オペレーティングシステムからは搭載メモリよりも 512 M 目少ないメモリ容 
量が認識されます。 
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Windows Server 2003 x64 Editions につし、て 

@ Windows Server 2003 x 目 4 Editions のインス I ルを行うと、 lU 下のようなイ 

ベント□グび登録される場合びある 


イベント ID : 

ソース： 

種類 

説明： 


3009 

LoadPerf 

ェラー 

サービス C :¥ WINDOWS ¥ syswow 64¥ ipsecprf.ini 
( C :¥ WINDOWS ¥ syswow 64¥ ipsecprfjni ) のパフォーマンスカウン 
夕の文字列をインストールできませんでした。エラーコードはデー 
タセクションの最初の DWORD です。 


-システム運用上、問題ありません。 

Windows Server 2003 x 目4 Editions のインストールを行うと、じ(下のようなイ 

ベント□グび登録される場合びある 

イベント ID : 10016 

ソース： DCOM 

種類： エラー 

説明： コンピュータ既定:権限の設定:では、 CLSID {555 F 34 1 8- D 99 E -4 E 51- 

800 A -6 E 89 CFD 8 B 1 D 7} をもつ COM サーバーアプリケーシヨンに 
対する□一カルアクティブ化アクセス許可を r ユーザー NT 
AUTHORITY¥LOCAL SERVICE SID ( S -1-5-19) 」に与えることは 
できません。このセ丰ュリティのアクセス許可は、コンポーネント 
サービス管理ツールを使って変更できます。 

ーシステム運用上、問題ありません。 

Windows Server 2003 x 目4 Editions のインストールを行うと、じ(下のようなイ 

ベント□グび登録される場合びある 

イベントの： 5603 

ソース： WinMgmt 

種類： 警告 

説明： プ□バイダ Rsop Planning Mode Provider は WMI 名)前空閨 

「 oot ¥ RSOP に登録されましたが、 HostingModel プ□パティが指定: 
されませんでした。このプ□バイダは Loca に ystem アカウントで実 
行されます。このアカウントじは特権があり、プ□バイダがユーザ 
一要求を正し<偽装しない場合はセ羊ュリティ違反が起こる可能性 
があります。プ□バイダのセ羊ュリティの動作を磕認し、プ□バイ 
ダ登録の HostingModel プ□パティを、必要な機能が実行可能な最ル 
限の権限を持つアカウントに更新してください。 


システム運用上、問題ありません。 
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Windows Server 2003 x 目 4 Editions のインストールを行うと、じ TF のようなイ 


ベント□グび登録される場合がある 


イベント ID: 63 

ソース： WinMgmt 

種類： 警告 

説明： • プ□バイダ HiPerfCooke し v1 は Loca に ystem アカウントを使う 

ためじ WMI 名前空間 Root¥WMI に登録されました。このアカ 
ウントには特権があり、プ□バイダがユーザー要求を正しく偽装 
しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性があります。 

• プ□バイダ WMIProv は Loca に ystem アカウントを使うために 
WMI 名前空間 Root¥WMI じ登録されました。このアカウントじ 
は特権があり、プ□バイダがユーザー要求を正しく偽装しない場 
合はセ羊ュリティ違反が起こる可能性があります。 



-システム運用上、問題ありません。 

Windows Server 2003 x 目4 Editions のインストールを行うと、じ TF のようなイ 


ベント□グび登録される場合びある 


ソース： Service Control Manager 

種類： エラー 

イベント ID: 7011 

説明： Dfs サービスからのトランザクション応答の待機中にタイムアウト 

(30000 ミリ秒）になりました。 


- 再起動後にこのイベントが登録されていない場合、問題ありません。 
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Windows Server 2003について 

(D m 下のメッセージび表示され、□グインできなくなった。 

一 Windows Server 2003では、 Windows 製品のライセンス認証手続きを完了し 
ないまま使用していると、下記のメッセージが表示されます。[はい]をえらん 
で Windows のライセンス認証の手続きを実行してください。 


Windows 製品のライセンス認証 

統行する前に Windows のライセンス認証の手統きを実行してください。 
手続きが完了するまで□グオンずることはできません。 

今ずぐ手続きを実行しますか？ 


はい （Y) 


いいえ (N) 


丰ヤンセル 


Windows Server 2003の運用中、イベントビューアに下記内容の EvntAgnt の 

警告び登録される場合びある。 

イベント ID : 1003 

説明： TraceFileName パラメータがレジストリにありません。 

使用した既定のトレースファイルはです 

イベント ID : 1015 

説明： TraceLevel パラメータがレジストリにありません。 

使用した既定のトレースレベルは32です。 


d) 


システム運用上、問題ありません。 


インス I -ールを正しくできない 


n インス!-ール時のを意事項を磕認していますか？ 

一 Windows Server 2003 x 64 Editions の場合は3章（または、オンラインド车ュ 
メント）を、 Windows Server 2003の場合は4章（または、オンラインドキュ 
メント）参照してください。 

( D インス I "ール中、イベントビユーアのシステム□グに次のような内容の警告び記録さ 

れる 


ぺージング操作中にデバイス ¥Device¥CdRom 日上でエラーがお化されました。 


システムの運用上、問題ありません。 
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@ インス!"ール中、テキストベースのセットアップ画面で、文字化けしたメッセージが 

表示され、インス!"ールび続行できない 

n 複数の八ードディスクドライブを接続したり、ディスクアレイコント□ーラ配下に 
複数のシステムドライブを作成してインストールを行っていませんか？ 

一 0 S をインス I -ールする八ードディスクドライブじ(外の八ードディスクドライブ 
をいったん取り外した状態でインストールを行ってください。 

ーディスクアレイコント□ーラ配下のディスクにインストールする場合は、シス 
テムドライブを複数作成せず、1つだけ作成してインストールを行ってくださ 
し、複数のシステムドライブを作成する場合は、インストール完了後、ディス 
クアレイのコンフィグレーションユーティリティを使用して追力□作成してくだ 
さい。 

( D インス!-ール中、イベントビューアのシステム□グに下の□グび出力される 


サーバはトランスポー h ¥ Device ¥ Ne 旧 T _ Tcpip _{.....} にバインドできませんでした。 


トランスポートが初期アドレスのオープンを拒否したため、初期化に失敗しました。 


ネットワークの別のコンピュータが同じを前を使用しているため、サーバーはトランスポート 
¥ Device ¥ NetbiosSmb にバインドできませんでした。サーバーを起動できませんでした。 


-ネットワークドライバの更新時に発生します。システムの運用上、問題ありま 
せん。 

® インストール後にデバイスマネージャで日本語10目/109キーボードび英語101/ 

102キーボードと認識される 

ーデバイスマネージャでは英語101/102キーボードと認識されていますが、车一 
ボードの入力は日本語106/109キーボードの配列で行うことができます。日本 
語106/109羊ーボードに変更したいときは、 W 下の手順で変更してください。 

1. [スタートメニュー]から[設定]を選択し、[コント□ールパネル]を起動する。 

2. [管理ツール]内の[コンピュータの管理]を起動し[デバイスマネージャ]を 
クリ、ソクする。 

3. [キーボード]をクリックし、 t (下のプ□パティを開く。 

101/102英語羊ーボードまたは 、 Microsoft Natural PS /2 羊ーボード 

4. [ドライバ]タブの[ドライバの更新]をクリ、ソクし、[このデバイスの既知 
のドライバを表示してその一覧から選択する]を選択する。 

5. 「このデバイスクラスの八ードウエアをすべて表示」を選択し、日本語 PS / 
2羊ーボード （106/1 09羊一)を選択して[次へ]をクリックする。 

6. ウィザードに従ってドライバを更新してコンピュータを再起動する。 

7. W 下のメ、ソセージが表示された場合は、[はい]をクリックして操作を続行 
する。 


ドライバの更巧普告 


ぶ] 


逆 


Windows じよって、このデバイスドライバ抓卜的エアと互がをびあることを權忍できなかったため、このデバイスをインスト 


，ドライパし:な'!ねい巧合、ハ-ドウェア; 
北れ巧巧而る巧 y まらあります。このドラ 

【_ はぃ ( Y ) ノ 11| ：]| 

—呆- 
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@ OS の動作び不安定 

□ システムのアップデートを行いましたか？ 

一 0 S をインス I -ールした後にネットワークドライバをインストールすると動作が 
不安定になることがあります。 Windows Server 2003 x 64 Editions では3 
章、 Windows Server 2003では 4 章を参照してシステムをアップデートしてく 
ださい。 

(D STOP エラー 発生時、「自動的に再起動する」 の 設定で、設定どおりに動作しない 

一障害発生時に r 自動的に再起動する」の設をにかかわらず、自動的に再起動する 
場合や再起動しない場合があります。再起動しない場合は、手動で再起動して 
ください。 

またこの現象発生時に画面に青い縦線が入るなど、画面が乱れる場合がありま 
す。 

® ブルー画面 ( STOP エラー画面)で電源 OFF びできない 

ーブルー画面で電源を OFF じする時は、強制電源 OFF (強制シャットダウン: 
POWER スイ、ソチを4秒間押し続ける)を行ってください。一度押しでは電源は 
OFF になりません。 

@ プ□セッヴ ( CPU ) を増設後、起動するたびにイベント□グび表示される 

ーオプションの CPU の中には異 
なるレビジョン（ステ、ソピン 
グ）のちのが含まれている場 
合があります。異なるレビ 
ジョンの CPU を混在して取り 
付けた場合、 Windows では 
イベントビューアのシステム 
□ グに U 下のような □ グが表 
示されますが、動作には問題 
ありません。 


(D [システムプ□パティ]の[全般]タブの中でプ□セツサの名称びずれて表示される 

一装置の動作には問題ありません。 


イペシトのプ□バティ 


ィペント I 

日な： 2001/07/02 ソー 又 Application Popup 

時刻： 22:13 分親 ねし 

巧辨 ’削 ii イぺントの： 41 

ユーザー ( の：四因 
コンピュータを)： SERVEFM 

説明(か _ 

このマルチプロたツサシステムの CPU に一旨脚同じリピジョンレペルではあ口ません。すべ 
てのプ□たツサをほ巧するた胁こオペトティンヴシステムをシステムで巧能な最小のプロ 
セ》サに制！あします。このシステムで間題力嘴生する巧含は、 C …裝を元に巧い合わせて 
この攝さブ□セツサびサポートされているかどうかをお記してください。 


データの： "イト巧） 广 ワード 如/) 


0000 ： 

00 

00 

00 

00 

01 

00 

d4 

00 .0. 

二 ! 

0008 ： 

00 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 .…） ..e 

0010 ： 

02 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 


0018: 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 . 


0020: 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 . 











d 


[ 0 K ] キヤシセル J mmm 


_ lJ 

古 I 
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® ネットワーク上で認識されない 

n ケーブルを接続していますか？ 

一本装置背面じあるネットワークポートに確実に接続してください。また、使用 
するケーブルがネ、ソトワークインタフェースの規格に準拠したものであること 
をる在認してください。 

n 目 IOS の設定を間違えていませんか？ 

一本装置の目 IOS Configuration / Setup ユーティリティの設定を確認してくださ 
い。 

<確認する メニュ ー ： 「Devices and I/O Ports 」 一 [Planar Ethernet 」〉 

n プ〇トコルやサービスのセットアップを済ませていますか？ 

一本装置専用のネットワークドライバをインストールしてください。また、 TCP / 
IP などのプ〇トコルのセットアップやを種サービスが磕実に設をされているこ 
とを磕認してください。 

n 転送速度の設をを間違えていませんか？ 

一本装置に標準装備の内蔵 LAN コント□-ラは、転送速度が1000 Mbps と 
100 Mbps 、10 Mbps のどちらのネットワークでも使用することができます。 
転送速度とデュプレックスモードの設をは 0 S 上のデフォルト設を ( Auto ) を使 
用せず、デバイスマネージャから LAN コント□-ラのプ□パティの睛細設赶 
タブを開いて、に peed & Duplex 」 の設定を接続している八ブと同じ転送速度 
に設をしてください。 

@ PCI ホットプラグび正しく巧えない 

n Hot Plug に対応した PCI ボードを使用していますか？ 

一286ぺージ r ホ、ソトプラグに対応している PCI ボードの取り付け-取り外し」を参 
照してホ、ソトプラグを行うボードの条件が正しいかどうか磕認してください。 

@ PCI ボードの Hot Remove または 、 Hot Replace において、 OS か S ボードのドライ 

パ’を停止できない 

n Hot Remove または 、 Hot Replace する PCI ボードを他のソフトウェアが使用して 
いませんか？ 

一 Hot Remove または、 H 饥 Replace する PCI ボードを他のソフトウェアが使用し 
ているとドライバを停止できません。該当するソフトウェアを終了させてか 
ら、 PCI ボードのドライバを停止させてください 。 Hot Replace の場合はボード 
の取り付けが終了した後に、終了させたソフトウエアを起動してください。 
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EXPRESSBUILDER について 

EXPRESSBUILDER から本装置を起動できない場合は、次の点について確認してください。 

n POST の表示中に EXPRESSBUILDER をセットし、再起動しましたか？ 

一 POST 画面を表示中に EXPRESS 巨 UILDER をセットし、再起動しないとエラーメッ 
セージが表示されたり、 0 S が起動したりします。 

n BIOS のセットアップを間違えていませんか？ 

一本装置の目 IOS Configuration / Setup ユーティリティでブートデバイスの起動順唐を 
設定:することができます。目 IOS Configuration / Setup ユーティリティで DVD-ROM 
ドライブが最初に起動するよう順唐を変更して<ださい。 

<確認するメニュ ー ： 「Start Options 」 一 「Startup Sequence Options 」 一 Primary 
Startup Sequence が rCD ROM 」 に設定されていること > 

EXPRESS 巨 UILDER 実行中、何らかの障害が発生すると、 JU 下のようなメッセージが表示さ 
れます。メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

原因と処理方法 

本プ□グラムの動作対象マシンではありません。 

EXPRESSBUILDER の対象マシンではありません。 
対象マシンで実行して<ださい。 

NvRAM へのアクセスに失敗しました。 

不揮発性メモリ （ NvRAM ) へのアクセスに失敗しまし 
た。装置の電源を OFF (AC OFF ) じし、60秒待って 
から AC ON にし、さらに30秒経ってから DC ON し 
て EXPRESS 目 UILDER を起動してください。 

ハードディスクドライブへのアクセスじ失敗しま 
した。 

八ードディスクドライブが接続されていないか、 

八ードディスクドライブが異常です。八ードディス 
クドライブが正常(こ接続されていることを確認して 
ください。 


この他にもシームレスセットアップでディスクアレイ構築時やシステム i 乡断を実行したとき 
に障害を橫化するとエラーメッセージが表示されます。表示されたメッセージをメモまたは 
プリントアウトし、保守サービス会社までご連絡ください。 


ディスクアレイに関するセットアップ中に障害を橫化するとディスクアレイのセットアップ 
をスキップします。このようなメッセージが現れた場合は、ディスクアレイコント□ーラま 
たは八ードディスクドライブに障害が発生している可能性があります。保守サービス会社に 
保守を依頼してください。 
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シームレスセットアップについて 

® 指定したノト-ティシヨンサイズよりも小さい容量の八ードディスクドライブを使用し 

てインス I -ールしようとしたときにじ TF のメッセージび表示された 


指定された A° - テイシヨンサイス''は;トドテ''イスクの磕保可能な容量を超えています。 
セットアッ7は確保できる最大サイス''で A°- テイシヨンを作成しました。 

セットアツフ°を統行しまず。 


COK ] 


^異常ではありません。く£が6「>车一を押してインス!''ールを続けてください。 

® CD - ROM か5ファイルをコピー中または CD - ROM をチェック中に画面表示び乱れた 

一 < R > キーを押してください。 < R > 羊一を押しても何度も表示されるときは、 
シームレスセットアップをはじめからやり直してください。それでも同じ結果 
が化たときは保守サービス会社に連絡して、 DVD - ROM ドライブの点横を依頼 
してください。 

③ 自動インストールび中断し、セットアップ情報を入力するように求め5れた 

-設をしたセットアップ情報に間違いがあります。メッセージに従って正しい値 
を入力してください。インス I -ールを羊ャンセルする必要はありません。 
Windows ではセットアップの最後のリブートで再度、く Erite 「> 羊一の入力を要 
求されることがあります。 

( D 「コンピュータの役割」画面で[終了]び表示される 

一ここで[終了]をクリックすると、その後の設をはシームレスセットアップの既 
定値を自動的に選択して、インストールを行います。 




<Windows Server 2003の既定値> 
ネットワークプ〇トコルの設定 


プ〇トコル 

サービス 

クライアント 

コンポーネント 

アプリケーション 


TCP/IP [ DHCP 指茵 

Microsoft ネットワーク用ファイルとプリンタ共有の選択 

Microsoft ネットワーク用クライアント 

SNMP 

ESMPRO/ServerAgent 

エクスプレス通報サービス 

Adaptec Strage Manager 
(ディスクアレイシステム構築時） 

Power Console 円 us (デイスクアレイシステム構築時） 


ロンピュータの役割」画面で[終了]び表示されない 


作成済みのセツトアップ情報ファイルを□ー ドした場合は表示されません。 


-> [終了]は、最初に[コンピュータの役割]画面に移ったときにのみ表示されま 
す。一度でも[コンピュータの役割]から先の画面に進むと[戻る]を使用して、 
[コンピュータの役割]画面に戻っても、[終了]は表示されません。 
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® rA °- ティションの使用方法」で r 既存 A °- ティションを使用する」を選択したのにディスクの全領域 

び 0 S 領域としてインス I ^ールされている 

n 流用するパーティション W 外(保守領域を除く）にパーティションが存在しました 

か？ 

一流用するパーティション外にパーティションが存在しなかったとき全領域を 
る在保して Windows をインス I —ルします。 

( D ドメインに参加するように設定したのに、ワークグループでインス I "ールされている 

ーインストール中、ドメインの参力□じ失敗した場合、ワークグループでセットアッ 
プします。コント〇—ルパネル^システムからドメインの参力□設定を行ってくだ 
さい。 

n ホストをに2バイト文字を使用していませんか？ 

一 Windows Server 2003の場合、ホストをに2バイト文字を使用するとドメイ 
ンの参力□に失敗します。失敗した場合は、コント□ールパネルーシステムから 
ドメインの参力□設をを行ってください。 

( D パーティションサイズに大きな値を指定したのに、実際に Windows を起動してみる 

と、409日 MB でシステムパーティションび作成されている 

n 「ハ°-ティションサイ r 」 で実領域 W 上の値を設をしていませんか？ 

-全領域(保守領域を除く）を1パーティションで作成したい場合は r 全領測を設を 
するようにしてください。 

n 「ハ°-ティションサイ r 」で 200 GBt (上の値を設をしていませんか？ 

ーパーティションサイズは 200 GB 未満に設定してください。 

n デフォルトのシステムパーティションサイズが変更されていませんか？ 

一新しい値に変更してください。 

@ 2 GB じ I 上のパーティションに NTFS でインス I ルしたのにクラスタサイズび日12バ 

イトでインストールされる 

ーシームレスセットアップの仕様です。512バイトじ(外のクラスタサイズでイン 
ストールしたい場合は、マニュアルセットアップをしてください。 

( 1 ) ディスプレイの解像度として指定したものと違う解像度で Windows び起動した 

ー ディスプレイの解像度は、指定された設定が使用できなかった場合、それにお 
い設ちかまたはドライバのデフォルト値が使用されます。 

@ 間違ったプ□ダク ND/CD キーを入力してしまった 

- 闇違ったプ□ダクト ID/CD 丰一を入力しても、自動インストールは開始します。 
しかし、自動インストール中にストップ、再入力を促されます。また、この場 
合、自動インストール中の GUI セ、ソトアップ終了のリブート時に入力要求が発生 
します。これら2回の入力を行えば、 Windows のセットアップじは問題はありま 
せん。 

® ネットワークアダプタの詳細設定びできない 

ーシームレスセットアップでは、ネットワークアダプタの詳細設をは行えませ 
ん。 Windows の起動後、コント□ールパネルから設をしてください。 
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@ シームレスセットアップで設定しなかったネットワークアダプタの設定び行われて 

Windows わ X 起動した 

一 Windows は認識したネットワークアダプタは既を値に設をしてインス!-ールし 
ます。設をの変更は、 Windows の起動後、コント□ールパネルから行えます。 
また、シームレスセットアップで設定したが、実際に接続されていなかった場 
合、アダプタのセットアップは行われませんが、プ□トコルのインス!-ールだ 
けは行われます。 

( D 複数枚ネットワークアダプタを装着し、アダプタごとに違うプ^トコルを設定したの 

に、どのアダプタもすベてのプ^トコルび設定されている 

一仕様です。をアダプタじはインス!'''ールされたプ□トコルすべてが使用できる 
ように設定されます。シームレスセットアップで設定できないものは、すべて 
既定値になります。 

( D 複数枚ネットワークアダプタを設定したとき、 TCP / IP^D トコルの詳細設定びすべ 

て DHCP を使用するになっている 

一複数枚のネットワークアダプタを設をしたときに、プ□トコルの詳細設定がす 
ベて既を値になることがあります。コント□ールパネルから詳細設をを行って 
ください。 

® ネットワークアダプタを複数枚接続していないのにプロトコルの詳細設定びすべてデ 

フォルト設定になっている(例： TCP/IP の場合 IP アドレス設定したのに DHCP 設定に 

なっているなど） 

n 複数のプ□トコルを設をしていませんか？ 

一この場合、複数のネットワークアダプタを接続したときと同じ状態になるた 
め、プ〇トコルの詳細設定がデフォルト設定になってしまいます。 

0 S 起動後にコント□ールパネルから詳細設定を行ってください。 

③ シームレスセットアップ中、 ros 差分モジュールのコピ ー 」もしくは ros cd-rom 

の挿入」時に下のメッセージび表示され、セツトアップび中断する 


Bad Command or filename 
Insufficient disk space 


一 t (下の手順に従って SCSI コント□ーラの BIOS の設定を磕認してください。 
本書に記載されていない SCSI コント□ーラの手順じついては、 SCSI コント 
□-ラの説明書を参照し rint 13 Extensions 」 の設をを磕認してください。 

< A に-7892の場合> 

1 . POST 中に A に-7892が表示されたらく Ct 「 l >+< A > 羊一を押す。 

* POST 中に < Ct 「 l > キーと他のキーとを同時に押した後、稀にキー操作が 
不正となりまず。その場合、もう一度く Ct 「 l > キーを押すと復旧しまず。 

2. 「 Configure/View Host Adapter Settings 」 を選択する。 

3. 「Advanced Configuration Options 」 でく Enter 〉 羊一を押す。 

4. 「BIOS Support for Int 13 Extensions 」 を 「 Enabled 」 に変更する。 

5. 巨 lOS のメニューを終了し、システムを再起動する。 

6. シームレスセツトアップを実行する。 
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® シームレスセットアップ中、「パーティションの作成」時にセットアップが中断する 

n os をインストールする八ードディスクドライブ w 外の八ードディスクドライブを 
接続していませんか？ 

一 0 S をインス I -ールする八ードディスクドライブ JU 外の八ードディスクドライブ 
を取り外し、シームレスセットアップを行ってください。 

③ シームレス セッ ト アップを使用できない 

一 Microsoft Windows Server 2003 x 64 Editions では、シームレスセツトアツ 
プを使用できません。再セットアップする場合は 、 「Microsoft Windows 
Server 2003 x 64 Edition インストレーションサプリメントガイド」を参照し、 
「マニュアルセットアップ」を使用してください。 

( D 大容量記憶装置用 0 EM - FD を使用時、 0 S インストール中 ( TEXT モード実行中）に次の 

メッセージが表示され、セットアップが中 K する 


File ¥$ oem $¥ が。; V ;。が could not be loaded . 
The error code is 18. 

Setup cannot continue . Press any key to exit . 


菊「が。け**」は、大容量記憶装置用 oem - FD 内のファイルを 

n フ□、ソピーディスクドライブじ大容量記憶装置用 0 EM - FD がセツトしていません 
か？ 

- W 下の手順でインス!-ールを続行してください。 

1 . フ□、ソピーディスクドライブから大容量記憶装置用 0 EM - FD を取り化して 
ください。 

2. く [が6「>车一を押す。 

システムが自動で再起動し、 0 S のインス I -ールが続行されます。 
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マスターコント □ ールメニューについて 

® オンラインドキュメントび読めない 

□ Adobe Reader が正しくインストールされていますか？ 

-オンラインドキュメントの一部は、 PDF ファイル形式で提供しております。あ 
らかじめ Adobe Reader をインストールしておいてください。 

(^) マスターコント□ールメニューび表示されない 

n ご使用のシステムは 、 Windows NT 4.0 W 降または Windows 95 J ： i 降ですか？ 

一本プ□グラムは 、 Windows NT 4.0 /Windows 95より前のパージョンでは動 
作しません。 

n < Shif わ羊一を押していませんか？ 

一 < Shif わ羊一を押しながら CD - ROM をセットすると、 Automn 機能がキャンセ 
ルされます。 

n システムの状態は問題ありませんか？ 

ーシステムのレジストリ設をや CD - ROM をセットするタイミングによってはメ 
ニューが起動しない場合があります。そのような場合は、 CD - ROM の 
¥ MC ¥1 ST . EXE ( x 64 Editions の場合は ¥ MC ¥ 1 ST _ X 64. EXE ) をェクスプ □- 
ラなどから実行して<ださい。 


ExpressPicnic について 


セットアップ情報の設定で ExpressPicnic ウィンドゥのビットマップび正しく表示さ 

れない (Trekking コマンド使用時） 


© 




ーディスプレイの設定の色数が256色未満の場合はビットマップが正し<表示さ 
れていませんが、セットアップ情報は正しく表示できます。 

Point To Point トンネリングプ日トコルの設定びできない 

一現在サポートしていません。インストール後、コント □ ールパネルから設をを 
行って<ださい。この場合、再起動は必要ありません。 

ネットワークアダプタの詳細設定びできない 


一 ExpressPicnic では、ネットワークアダプタの詳細設定は行えません。 
Windows の起動後、コント□ールパネルから設定してください。 

Windows Server 2003 x 目4 Edition や Windows Server 2003の情報を採取 

でさない 


一 ExpressPicnic の仕様です。「稼動機からの情報採取」で採取できる情報は、 
Windows 2000で動作している本装置の情報のみです。 
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ディスクアレイについて 

デイスクアレイを構成している本装置でのトラブルについてはデイスクアレイコント□ーラ 
じ添付の説明書を参照してください。 


ESMPRO について 

® ESMPRO / ServerAgent ( Windows 版)か!5本体装置の監視-管理びできない 

n RSA II Breakout ケーブルが正しく接続されていますか？ 

一 RSA II Breakout ケーブルが接続されていないと、 ESMPRO は正しく動作しま 
せん 。 RSA II 巨 「 eakout ケーブルが本体装置背面の RSA II Breakout コネクタ 
と USB 1コネクタじしっかりと接続されていることを磕認してください。 

ESMPRO/ServerA 旨 ent(Windows 版）について 

一 添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM 内のオンラインド车ュメント 
「 ESMPRO / ServerAgent ( Windows 版)インストレーシヨンガイド」でトラブル 
の回避方まやその他の補足説明が記載されています。参照してください。 

ESMPRO/ServerMana 旨 er について 

一 添付の 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - ROM 内のオンラインド车ュメント 
「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「インストレーシヨンガイド」でトラブルの回避方ま 
やその他の補足説明が記載されています。参照してください。 


その他バンドルアプリケーションについて 

添付の 「 EXPRESS 巨 UILDERJCD - ROM 内のオンラインド车ュメントでトラブルの回避方ま 
やその他の補足説明が記載されています。参照して<ださい。 


7 メンテナンスとトラブルシユ—ティング 


255 






障害情報の採取 


卜が記録されています。[システム□グ] 
には Windows のシステム構成要素で発生 
したイベントが記録されています。 

3. [操作]メニユーのにグファイルのを前を 
がけて保を]コマンドをクリ、ソクする。 

4. [ファイルを]ボックスに保をするアーカ 
イブ□グファイルのを前を人力する。 


^ずパ:てのイパ:シトを消去(岛 


をおの変更 ( M ) 
最新の憎卽にを巧 (£) 
一監の： L ウスポートが 


プ□パティ啞 


AJ レブお） 


万一障害が起きた場合、次の方までさまざまな障害発生時の情報を採取することができま 
す。 


ly 降で説明する 障害 情報の採取については、保守サービス会社の保守 員 か 5 情報採取の 
依頼びあったときのみ採取してください。 

障害 発生後に再起動されたとき、仮想メモリび不足していることを示すメッセージび表 
示されることびありますび、そのままシステムを起動してください。途中でリセット 
し、もう一度起動すると、 障害 情報び正しく採取でをません。 


イベント□グの採取 

本装置に起きたさまざまな事象(イベント）の□グを採取します。 


—■〇 STOP エラーやシステムエラー、ス I ルび起きている場合はいったん再起動してか 5 作 
業を始めます。 




オプションの CPU の中には異なるレビ 
ジョン（ステッピング）のものが含まれて 
いる場合があります。異なるレビジョン 
の CPU を混在して取り付けた場合、 
Windows では イ ベントビューアのシステ 
ムログに必下のようなログが表示されま 
すが、動作には問題ありません。 


コント□ールパネルか6[管理ツール]-[イベントビューア]をクリ、ソクする。 


2. 探取する□グの種類を選択する。 

[アプリケーション□グ]には起動してい 
たアプリケーション(こ関連するイベント 
が記録されています。[セキュリティ 
□グ](こはセキュリティ(こ関連するイベン 




J 棵巧 (が 亲示 W 服 片畔 I 臣] I 阻 I 顧固 



" j ケーシヨ:/ 


1 


?jxj 


イベント I 


巧刻 
種類 


2001/07/02 
22:13 
情ま反 

ユ—ザ—<ぶ：曲田 
] シビュ-夕を )： SERVEFH 

I が月也)： 


ソー乂 Application Popup 

み穎： ねし 

イペントの： 41 


童 


このマルチプロセッサシステムの CPU は、一がぴ同じリピジョンレペルではありません C すぺ 
てのプ化ッサをほ用するためじオペレーティンヴシステムをシステムで巧能ねを小のプロ 
セツサにお腿します。このシステムで巧壁びををする巧合は、 CPU 製這元げ。1い合わせて 
この混合プロむサびサポ-トミれているかどうかを植忍してください。 


データの：(7バイト(故 


0000： 00 00 00 00 0100 d 4 00 
0008: 00 00 00 00 23 00 00 40 
0010: 02 00 00 00 29 00 00 40 
0018： 00 00 00 00 00 00 00 00 
0020 : 00 00 00 00 00 00 00 00 


つ 


Jj 


I OK ] キヤン垃レ」 湿巧喊 


□ヴ如イルのをおを巧け订呆柄互). 


3 


1 ペントのプ□パテイ 


ram nmm nmm nmm nmm nmm nmm 
4 ^ 4 ^ 

百まちままちま 
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己. [ファイルの種類]リストボックスで保をする□グファイルの形式を選択し、 [0 K ] をクリックす 

る。 

詳細については Windows のオンラインヘルプを参照してください。 

構成情報の採取 

本装置の八ードウェア構成や内部設定情報などを採取します。 

情報の採取には r 診断プ□グラム」を使用します。 

I M-O STOP エラーやシステムエラー、ス I ルび起きている場合はいったん再起動してか 5 作 
業を始めます。 

1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2. [管理ツール]アイコンをダブルクリックし、[コンピュータの管理]アイコンをダブルクリックす 
る。 

[コンピュータの管理]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [システムツール]—[システム情報]をクリ、ソクする。 

4. [操作]メニューの[システム情報ファイルとして保存]コマンドをクリ、ソクする。 

己. [ファイルを]ボックスに保をするファイルのを前を入力する。 

目. [保を]をクリックする。 

ワトソン博±の診断情報の採取 

ワトソン博±を使って、アプリケーションエラーに関連する診断情報を採取します。 

診断情報の保存先は任意で設をできます。詳しくは、3章 (Windows Server 2003 x 64 
Editions ) または、 4 章 (Windows Server 200 3) の「ワトソン博 ± の設定:」を参照してくださ 
い。 


7 メンテナンスとトラブルシユ—ティング 


257 




メモリダンプ 


障害が起きたときのメモリの内容をダンプし、採取します。ダンプを DAT に保存した場合 
は、ラベルに 「 MicrosoftWindows バックアップ」で保存したか 「 ARCServe 」 で保存したかを 
記載しておいて<ださい。診断情報の保存先は任意で設定できます。詳しくは r メモリダン 
プ（デバッグ情報）の設定 : (Windows Server 2003 x 64 Editions では3章 、 Windows Server 
2003では 4 章)」を参照してください。 


Hi 


保守サービス会社の保守員と相談した上で採取してください。正常に動作しているとき 
に操作するとシステムの運用に支障ををたずおそれびあります。 

障害の発生後に再起動したときに仮想メモリび不足していることを示すメッセージび表 
示される場台びありまずび、そのまま起動してください。途中でリセットして起動し直 
すと、データを正しくダンプできない場台びあります。 


障害が発生し、メモリダンプを採取したいときに DUMP スイッチを押してください。 
スイッチを押すと、メモリダンプは設定されている保存先に保存されます ( CPU がストール 
した場合などではメモリダンプを採取できない場合があります）。 



^DCOCCD^OOC 


^DCOCCD^OOC 


呼 □ 仁 OCJG □ じ 0 oc 


^ 日 GOCC 日じ 00 C 


で dgocg □ じ 0 OC 


258 





















































































システムの修復 


OS を動作させるためじ必要なファイルが破損した場合は、「修復プ□セス」を使ってシステ 
ムを修復してください。 

謂"〇 • システムの修復後、必ずシステムをアップデートしてください （Windows Server 
2003 X 目4 Editions では3章 、 Windows Server 2003では4章を参貝育)。また、 
システムのアップデートに加え、各種ドライバをアップデートしてください。詳しくは 
オンラインドキユメント「インストレーシヨンサプリメントガイド」の「ドライバのイン 
ストールと詳細設定」を参照してください。 

• 八ードディスクドライブび認識できない場合は、システムの修復はできません。 


イ彦復手リ眞 一 Windows Server 2003 x64 Editions, 
Windows Server 2003 - 

何らかの原因でシステムを移動できなくなった場合は、回復コンソールを使用してシステム 
の修復を行います。ただし、この方法は詳しい巧識のあるユーザーや管理者じ(外にはお勧め 
できません。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。 


リセツト/強制電源 OFF 


リセ、ソト方法と強制的にシステムをシャットダウンする方法について説明します。 

M-O リセットや強制シャットダウンは、本装置の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべて 
居^ クリアしてしまいます。ハングアップしたとき m がでリセットや強制シャットダウンを行う 
ときは、本装置びなにも処理していないことを確認してください。 


• ノ、ードリセット 

オペレータインフォメーシヨンパネルの上面にある RESET スイ、ソチを押します。 

• ソフトリセット 

0 S が起動する前に本装置が動作しなくなったときは、く Ct 「 l > 羊一と < AI ゎ羊一を押しな 
がら、く Delete >+ —を押してください。本装置がリセットされます。 

• 強制電源 OFF 

OS から本装置をシャットダウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電 
源を OFF にできなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本装置の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になりま 
す廣源を再び ON にするときは、電源 OFF から約30秒ほど待ってから電源を ON にしてく 
ださい）。 

I n-O リモートパワーオン機宫 g を使用している場 S ま、一度、電源を ON にし直して、 0 S を起 
動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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強制電源 OFF (POWER 

スイ、ソチを 4 秒 U 上押し続ける） 
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移動と保管 


本装置を移動-保管するときは次の手順に従って<ださい。 



A ミ主意 



装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ 
似降の説明をご覧ください。 

• 2人下で持ち上ばない 

• 指定 m がの場所に設置しない 

• 電源プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しを 
しない 

0 


• フ□アのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売店または保守 
サービス会社に連絡してください。 

• J \- ドディスクドライブに保存されている大切なデータはバックアップをとっておいて 
<ださい。 

• J \- ドディスクドライブを内蔵している場 S ま A — ドディスクドライブに衝撃を与えな 
いようにま意して本装置を移動させてください。 

• 再度、運用する際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を保てる場所に保 
管することをお勧めしまず。 

装置を保管する場合は、保管環境条件(温度： -10° C 〜已己で、湿度： 20%〜80%)を 
守って保管してください(ただし、結露しないこと）。 


1. CD - ROM をセットしている場合は本装置か6取り化す。 

2. 本装置の電源を OFF ( POWER ランプ消灯）にする。 

3. 本装置の電源コードをコンセントか6あく。 

4. 本装置に接続しているケーブルをすべて取りかす。 

已. 8章を参照してラックか6取り化す。 

巨. 3人]:>(上で本装置の底面を持って運ぶ。 


本装置の前面のフ□ントべゼルを持って、持ち上ばないでください。フ□ントべゼルびがれて 
落下し、けびをしたり本装置を破損してしまいます。 


7. 本装置に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないようしっかりと捆包する。 


輸送後や保管後、装置を再び運用ずる場合は、運用の前にシステム時計の確認•調整をしてく 
ださい。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合は、お買い求めの 
販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。本装置および、内蔵型のオプショ 
ン機器は、寒い場所か5暖かい場所に急に持ち込むと結露び発生し、そのまま使用ずると誤作 
動や故障の原因となります。装置の移動後や保管後、再び運用ずる場合は、使用環境に十分な 
じませてか5お使いください。 
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ユーザーヴポート 

アフターサービスを お受けになる前に、保証および サービスの 内容について磕認してください。 


装置の巧話について 


本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所定事項を記入してお渡しし 
ますので、記載内容を磕認のうえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が発生した 
場合は、『保証書』の記載内容じちとづき無償修理いたします。詳しくは『保証書』およびこの 
後の r 保守サービスじついて」をご覧ください。 

保証期間後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの弊社または保守サービス会社に 
連絡してください。 

n-O • 製社製 m 外(サードパーティ）の製品または體社び認定していない装置やインタフエース 
ケーブルを使用したために起きた本装置の故障については、その責任を負いかねまずの 
でご了承ください。 

• 本体の上面に、製品の形式 、 SERIAL No . (製造番号)、定格、製造業者名、製造国び明 
記された銘板び貼ってありまず。販売店にお問い合わせずる際にこの内容をお伝えくだ 
さい。また銘板の製造番号と保証書の保証番号び一致していませんと、装置び保証期間 
内に故障した場合でも、保証を受け5れないことがありまずのでご確認ください。万一 
違う場合は、，販売店にご連絡ください。 
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パッテリの巧話について 


本装置じは、内蔵の時計用と SAS RAID ボード ( A ) 用の2種類のバッテリが内蔵されていま 
す。 

- 内蔵の時計用のバッテリ 

本バッテリの保証期間は5年です。時計が停止したり、遅れるようになった場合は、 
保守サービス会社に連絡してください。 

- SAS RAID ボード ( A ) 用のバッテリ 

本バッテリの寿命は、使用環境および運用条件じよって異なりますが、おおむね2年 
もしくは、充電回数が約500回です。 

パ、ソテリは有償を期交換部品となっております。バッテリに表示されている日付より 
2年を経過した場合には、販売店または保守サービス会社に連絡してください。有償 
にて交換いたします。 


修理に出される前に 


r 故障かな？」と思ったら、じ(下の手順を行ってください。 

①電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを磕認 
します。 

③「障害時の対処(217ページ)」を参照してください。該当する症状があれば記載されてい 
る処理を行ってください。 

③ 本装置を操作するために必要となるソフトウェアが正しくインス I ルされていること 
を磕認します。 

④ 市販のウィルス橫化プ□グラムなどでサーバをチェックしてみてください。 

t (上の処理を行ってもなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最 
寄りの弊社または保守サービス会社にご連絡ください。その際にサーバのランプの表示や 
ディスプレイ装置のアラーム表示もご磕認ください。故障時のランプやディスプレイによる 
アラーム表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先に 
ついては、付録目「保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期間中の修理は必ず保証書を添えてお申し込みください。 

I n-O 本装置は日本国内仕様のため、辭社の海州姐点で修理ずることはできません。ご了承くださ 
い。 


7 メンテナンスとトラブルシユ—ティング 


263 







修理に出される時は 


修理に化される時は次のものを用意してください。 
n 保証書 

n ディスプレイ装置に表示されたメッセージのメモ 
n 障害情報* 
n 本体-周辺装置の記録 

* 256ページに記載している情報などが含まれます。障害情報は保守サービス会社から指 
示があったときのみ用意してください。 


巧巧用部品について 


本装置の保守用部品の最低保有期間は、製造巧ち切り後5年です。 


巧巧ヴービスについて 


保守サービスは弊社の保守サービス会社、および弊社が認定した保守サービス会社によって 
のみ実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安ムの上、 
ご都合に合わせてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で 
承っておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意してお 
ります。 

保守ヴービスメニュー 


契約保守サービス 

お客様の障害コールにより優先的(こ技術者を派遣し、修理じあたります。 
この保守方式は、装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていた 
だくもので、お客様との間に維持保守契約を結ばせていただきます。 
さまざまな保守サービスを用意しています。詳し<はこの後の説明をご覧 
ください。 

未契約修理 

お客様の障害コール(こより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守ま 
たは修理料金はその都度精算する方式で、作業の内容(こよって異なりま 
す。 


弊社では、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しております。サービスの 
詳細じついては 、 「NEC 8番街 ( http :// nec 8. conn /) の「サポート情報」をご覧ください。 



• サービスを受けるためには事前の契約び必要です。 

• ヴービス料金は契約する曰数/時間帯により異なります。 
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情報サービスについて 


Express 5800シリーズに関するご質問-ご相談は「ファーストコンタクトセンター」でお受け 
しています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

ファーストっンタクトセンター TEL 03 -34 曰曰-曰800(代表） 

受付時間/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡する r エクスプ 
レス通報サービス」の申し込みに関するご質問-ご相談は r エクスプレス受付センター」でお 
受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 


エクスプレス受付センター 


TEL 0120 -22-3042 


受付時間/9:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

インターネットでも情報を提供しています。 

http://nec8.com/ 

『8番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 

http://club.express.nec.co.jp/ 

『Club Express』 ： 『Club Express 会員』への登録をご案内しています。 Express 5800シリー 
ズをご利用になる上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介しています。 


http://www.fieldin 呂 .co.jp/ 

NEC フィールディング(株)ホームページ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設工事 
などの情報をご紹介しています。 
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